「표면대화」 의 한국어 : 그 허구적 측면 by 岸田, 文隆
Title「漂民対話」の朝鮮語 : その虚構的側面
Author(s)岸田, 文隆




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
京 都 大 学 言 語 学 研 究(Kyoto University Linguistic Research)21(2002),109-145
「漂 民対話」 の朝鮮語 ―その虚 構 的側面 ―
岸田文隆
0.序
 本論文 は、江戸時代 、薩摩苗代川 におこなわれた朝鮮語学書 のひとつ、 「漂
民対話」 の朝鮮 語の性格 にづ き、特 に、その成立経緯 、対訳 日本語 との関係お
よび 日本語の干渉 の観点 か ら、検討 ・考察 を加 えた ものである。
 一体、語学 テキス トは、その実用的性格のゆ えに、 さもあ りげな現実的対話
をかかげるのが常であ るが、よくよく検討 してみ ると、実際の対話実態 とはか
け離 れた内容 となってい る場合がある。ここに と りあげる 「漂民対話」 は.従
来指摘 されて きた とお り、薩摩 の伝語官(通 訳)と 当地 に漂着 した朝鮮全羅道
出身の漂流民 との対話 を題材 とした語学 テキス トとみなされ うるが、この資料
にも、そのよ うな対話 の想定や標榜す るところとは くいちが う内容、特徴 がみ
とめ られ るこ とを述べ ようと思 う。
 本書 に関す る研究 は、近年、語学的な関心 に とどまらず、歴史学(近 世民
衆史)の 立場か らあアプ ローチ もさかんに試み られる ようになって きた。それ
らの研究は、おおむね、 「漂民対話」 を 「史料」 として とりあつかお うとす
る、つま り 「漂民対話」 の内容 を何 らかの歴史 的事実 の記録 、乃至 は反映 とみ
なそうとする傾 向 を帯 びているが、その最 も端的な例 として、 「漂民対話」苗
代川 自生説eす なわち、 「漂民対話」 は薩摩領 内に漂着 した実際の漂流民か ら
得 た生の情報 を書 きとめ、それ をそのままテキス トとしたもの で、薩摩 苗代川
において自生的 に成立 した ものであるとず る見解があ る1)。この立場の研 究の
中 には、叙上 の ごとき本書の対話 の想定 に関 して も、すなおにそれを実在の も
の として うけ とろうとしたものが見 うけられる2)。
確 か に、本 書 に は、
1)鶴 園(1995)p.110、 鶴 園 ・他(1997)pp.182-184な ど。
2)鶴 園(1995)pp.110-111、 鶴 園 ・他(1997)p.181な ど。 また 、 「漂 民 対 話 」 の 朝 鮮 語 の 性 格 を 論
じた 召 曽冠(1981)、 弁 号司(1998)も 、 本 書の 朝鮮 語 に本 来 の 朝鮮 語 ら しか らぬ 不 自然 な 用 法 、
日本 語 の 干 渉 を こ うむ っ た と思 われ る 用法 が 観 察 され る こ と につ いtの 言 及 は あ る もの の 、 や
は り基 本 的 に は 、 本 書 の 朝 鮮 語 が 現実 対 話 を反映 して い る との 前 提 か ら出 発 した 研 究 で あ る 。
0
71一暑 司(1998)p.243な ど を参 照 。
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①漂流民 に対す る事情聴取の際 に実際に作成 されたいわゆる 「諭単」3)や 「漂
民 口書」 の類 と著 し く類 似 した内容 を有 している。
②船 に関す る専門用語や動植物名 などに他の既製の朝鮮語学書類には見 られな
い独 自の語彙 、漂流民か ら直接採取 した と思 われ る語彙 を収録 している。
など、現実の漂着事件 に取材 した側面がみ とめ られ る。 したがって、本書の対
話内容が薩摩 における伝 語官 と朝鮮人漂流民 との実際の対話 をある程度反映 し
ていることは、否定 できない。
 しか しなが ら、後述す るところの ように、 「漂民対話」 にあ らわれる漂流民
と伝語官 の対話 の内容 を仔細に観察す ると、 (従来 、現実対話 を反映 した もの
とみな されていた ものの中にも)現 実の対話 として は不 自然 な部分、はなはだ
しくは意味 の通 らない部分 も散見 され るのである。本書の資料的性格 を全体 と
して見極めて い くため には、その ような本書の 「作 り話」の部分、虚構 的側面
に対する究 明 もな されねばならないであろう。
 本論文 は、 この ような立場から、
① まずは本書の成立 にかかわる諸問題 をいま一度 点検 しなお し、本書 は、必ず
しも、薩摩領内に漂着 した漂流民か ら得 た情報のみに基づ くもの、苗代川独 自
の ものではな く、対馬 由来の朝鮮語学書類(「 交 隣須知」 「惜陰談」 「講話」
「和韓問答」)を 引用 ・参照 し、それ を改変 した形跡がみ とめ られることを指
摘、
② さらに本書の朝鮮語お よび対訳 日本語 に対 して検討 を加 え、本書の朝鮮語 に
は、朝鮮語母語話者 である漂流民の言語 をその まま書 き取 ったのではな く、対
訳 日本語 を翻訳 した と思われる部分が見 られ ること、 日本語母語話者 に よって
作 り出され た 「不 自然 な」朝鮮語、 日本語の干渉 をこうむった用法 ・文例 と思
われ るものが多 く発見 されることを明らかに した ものであるb
3>薩 摩 領 内 に 朝 鮮 人 が 漂 着 した 場合 、 ま ず漂 着地 の 役 人 が 「諭 単 」 と呼 ば れ る 文 書 を提 示 した
とい うP 「諭 単 」 に は、 出航 地 ・出航 期 日 ・漂流 期 日 ・乗 員 数 ・乗 員 の 姓 名 ・年 齢 ・宗教 お よ
び積 載 物 を 明 らか にす る よ う 求 め た り、 毒薬 を持 ち こ ん で はな らな い こ と を通知 す る 文 言 が 漢
文 で 書 か れ て い るが 、 そ の 内容 が 「漂 民 対 話」 上巻 の 問答 内容 に 酷 似 して い る。 徳 永(1994)p。




上書帖 南蛮入廟者井班猫/信 石諸毒薬之類素来我国大/禁 也如有此情者罪可逮其身/
莫敢犯国法所報無空言速々/示 来/ 人名冊依常例写来/ 年号月日/ 薩摩国/
 長島頭 目/ 船主/ 収覧」
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1.資 料
 本論文 にお いて あつか う 「漂民対話」の写本 は、現在 その存在 が確認 されて
いる次 の3種 である4)。いずれ も、薩摩苗代川 にその出自を持つ。
1)京 都 大 学文 学 部 所 蔵本[No. Philology/2D/37a]、2巻2冊(上 巻 ・下 巻)、 弘
化2年(1845)朴 元良(泰 元)書 写。1917年 頃新村出が苗代川 の朝鮮系 帰化
人の子孫か ら購 入 した もので、苗代川 に出自を持つ。 (以下[漂 民/京])
2)鹿児島沈寿官家所蔵本(鹿 児島県立図書館に電子複写本がある)、2巻2冊
 +破 本(上 巻 ・下巻 ・中巻の一部)、 嘉永7年(1854)朴 寿悦書写。 (以下
 [漂民/沈])
3)ロ シア東 方 学 研 究 所 サ ンク トペ テルブ ル グ支 所 ア ス トン文 庫所 蔵 本[No. C
 67]、2巻2冊(中 巻 ・下 巻)、 嘉永7年(1854)姜 蘇淳 書 写 。 ウ ィ リア ム ・
 ジ ョー ジ ・ア ス トン(Wiiiiam G. Aston)の 旧蔵本 で あ るが、1877年 苗 代 川 を
 訪 れ たア ー ネス ト ・メ イ ソン ・サ トウ(Ernest M. Satow)が 目賭 した もの と
 同一 の写 本 と見 られ る。 (以下[漂 民/ア])
 な お 、 比較 参 考 資 料 として 、 後代 に(お そ ら くは朝 鮮語 母 語話 老 の 手 に よ っ
て)書 き改 め られ た 、次 のバ ー ジ ョンを用 い る。
4)ロ シア東方学研究所サ ンク トペテルブルグ支所 アス トン文庫所蔵 『朝鮮語会
話 書(仮 題)』[No. C5]に 収録 され た もの、1巻(中 巻)、1885年 頃 ア ス ト
ンの朝 鮮 語教 師 が3)の[漂 民/ア]の 中巻 部 分 を当時 の現代 語 に書 き改 め た もの
と見 られ る。 (以下[漂 民/ア 会 話])
 本書上中下巻5)の 内容 は、それぞれ次の通 りである。
上巻:漂 着か ら長崎護送 を迎える日までの取 り調べ
中巻:対 馬倭館 や動植物、食べ物、風俗 など、朝鮮 の文物 ・事情 につ いての間
   答
下巻:漂 着船の修理 をめ ぐるや りと り、 日本 と朝鮮 の船につ いての問答
4)以 下 の 諸 写 本 の 詳 細 につ い て は、 李康 民(1990)(1996)、 鶴 園(1995)、 鶴 園 ・他(1997)、 岸 田
(1997)(1998a)(1998b)(2000)を 参 照 の こ と。
5)こ こに い う 「上 中下 巻 」 とは、 李 康 民(1990)の 命 名 に したが った もの で あ り、 便 宜 上 の もの
で あ る 。 「漂 民 対 話 」 の 各巻 が も とも と どの よ うな 順 番 で あ った の か につ いて は 、 まだ 解 明 さ
れ て い な い 。
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2.「 漂 民 対 話 」 の 成 立 をめ ぐって
 本書の朝鮮語の性格 についての考察 牽おこな うに先立 ち、 まず、本書の成立
に関 わる問題点 を整理 ・検討 してお きたい。本書には序賊共 にな く、いかなる
経緯 で成 立 したか、推察 し得 る資料 は無 きに等 しいが、本書 の内容の検討、薩
摩 苗代川 におこなわれたその他の朝鮮語学書、特 に対馬由来 の朝鮮語学書類 と
の比較対照 を通 じて、この問題への接近 を試みたい と思 う。
2ユ.成 立地 、作成者
 本書には、その成立地、作成者 を明記 した ものが見当た らないが、本書 にお
いて想定 されている対話の場 面、登場人物 などか ら、推測 をめ ぐらしてみ よ
う。
 まず、本書 において想定 されている対話 の場面 について検討す る。本書の対
話 の場面 は、本書上巻の次の部分か ら、長崎 と陸続 きの場所 、つ まり(対 馬 で
はな く)九 州であることが明 らかである。
[1〕[漂 民/京:上:50a:3]●6)豆 る01潮 旦L言o}舜 皇 肝 皇 望q刈 発船 司 と刃
oト刃 昊zsロN長  崎道 尽囚 ヒ 昊 裡旦7}i則 ヒ 潮 亘呈 旦 瑚di手 呂入1洲
喫 舌川 願 請-LL羽  旦 月 別 周 旋 重明 手 呂盃
 此程 ノヤ ウニ 風 ガ ア シウ ゴサ レバ 、 イツ出船 ニナ ラフ モ シ レマセ ヌ故 、長
崎 道 マ デハ 陸地 ヨ リユ キ、船 ハ ア トヨ リヲ送 下 サル ヤ ウニ ヲ ・セ上 ラ レテ、
ネ ガ ヒ ドヲ リニ ナ ルヤ ウニ ヲセ ワナサ レ下 サ レマ セ
九州の どの地方が対話の場面 であるのか、 明確 な地名 な どはあ らわれないが、
本書が 薩摩苗代川においておこなわれていたことなどを考慮すれば、薩摩領内
が対話の場 面 となっているものと考 えるのが妥 当であろ う。
 さ らに、 本書 中巻 の 次 の 部分 か ら、 本書 の 対 話 の 場 面 は 、 伝 語官(朝 鮮通
事)居 住 の 村 か ら20里(約80キ ロ メー トル)ほ ど隔 た っ た と ころで あ るこ とが
わか る。
[2〕[漂 民/ア:中:1a:1-2b:5]○ 以前 昊旦妥日 府q暑 薯 意外朔 漂流す書じ}フ}
蚤ヲ1苦 生0繧ｷ 曳合と升 入}旦斜 叫三 伝語官。1芒q今 船(番)OL同 官 日
間情 時任q当 す明 妥ぐ皇月 珊 暑 冬司 叫月呈肩 伝語官 所任 潮o困
朝鮮舜 喜。1漂 泊Oz昌 肝叫 叫月旦フ1と 人事之道潮 吸ぼヌ10四 す瑚 ヨ―
6)以 下 、 「漂 民 対 話 」 か らの 引用 文 中 にお い て、 ○ は伝 語 官 の せ りふ 、● は 漂流 民 の せ りふ で
あ る こ とを示 す 。
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朴望 望9釧 刈 二百里A}L隔 重司 製る皇1斗 暫 間 旦ヱ対 す司 早 司 妥q
 ハ ジメテア ヒマ シタ コナ タ ・チハ ゾンジヨラズ 漂流 イタシテ サ ゾ
ナンギヲ サ レタデ ゴザ ラフ 拙者 モ 伝語官デ ゴザル処 此度ハ 同役ナ
ド L7伺 ヒノ役 目ニアタツテ マ イツタニヨリ 拙者 ノクル順デハ ナケレ
トモ 伝語官 ツ トメニアツテ 朝鮮人 ノ漂泊 ヲキ ・ナカラ タイメンイタサ
ヌハ 人事之道 ニアタラヌ故 拙者居件 ノ村 ヨ り 二十 里バ カ リヘダ ・ツテ
ヲ レ トモ チ ヨ トア ヒタ ウ ヲモ フテ ワザ トキマ シ タ
ここで、伝語官居住 の村 とは、苗代川 を指すものと判断 され る。江戸時代、薩
摩領内に朝鮮人 の漂着があった場合、苗代川の朝鮮通事が漂流民の事情聴取の
ため に派遣 され たのは、漂着船の第一漂着地ではな く、山川港 ・阿久根港 な ど
の廻航港 であったとい う7)。史料 に見 る限 り、薩摩領内漂着朝 鮮船 が最 も多 く
移送 された廻航港、 すなわち、 苗代川の朝鮮通事が最 も多 く派遣 されたのは山
川港であったこと8)、 また、 苗代川 と山川 との 距離が 大体20里 ほ どであること
か ら推 して、本書の対話の場面 は、山川港ではないか と思 う。
以上 のことか ら、 本書 の対話の場面は、薩摩領 内の漂着船 の廻航港、おそ ら
くは山川港 あた りと考 えられる。
 次 に、 本書 の 登場人物 について 検討 しよう。 本書 には、 「伝語官(朝 鮮通
事)」 と 「朝鮮人漂流民」が登場す るが、それぞれの素性等 を示す以下のよう
な表現が 見 られる。 まず、伝語官 については、本書中巻の次 の部分か ら、対馬
出身の者 ではないこ とが知 られ る。
〔3〕[漂民/ア:中:60al2]○ 義州潮3L杢 叫呈外01刈 ユ 金ク}囚司 奈司ロ膨}絖
相7}環 三司 喫吐 豊含 三十七八年前到 対馬州釧 亙q入 ト喜到 吾呈 相対
す(4情 談昊q三 翼耳9層 豊01呂L}皇 切 】す杢
 義 州二 大 ヒ松 ノ本 ガアツテ ソノ松 ノ枝ニ ビシヤ ト云 フ鳥ガ巣 ヲカケ
テ ヲル ト云フ訳 ヲ 三十七八年前二 対馬州出生 ノ人ニ フ トタイ メンシテ
情 談 ノハ シニ キ ＼マ シ タガ ジツ ジヤ ウテ ゴザ ル カ シ ラサ ツ シヤ レイ
この部分 は、伝語官 自身 は対馬 に住 んだ経験のない者 であるこ とを明確 に示 し
ている。 本書 に 登場す る伝語官 は苗代川の 朝鮮通事 と考 えるのが 穏 当であろ
う。
次に、 漂流民 については、本書上巻および中巻の次 の部分 か ら、朝鮮全羅道
7)徳 永(1992)pp.25-26、 徳 永(1994)p26を 参 照 。
8)徳 永(1992)pp.25-26を 参 照 。
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出身者 であ る こ とが知 られ る。
〔4〕[漂民/京:上:1b:1]● 小人等OL朝 鮮国全羅道順天 λ}遇 漁夫 呂とq
 我 ＼ トモハ朝鮮国全羅道順天出生 ノ漁夫デ コサ リマスル処
〔5][漂 民/京:上:7a:3]● ♀司暑{}朝 鮮国全羅道海南碧 λ}遇 百姓o}呂 ヒq
 (   )朝鮮国全羅道海南出生 ノ百姓テ コサ リマスル処 二
[6][漂 民/ア:中:38a:5]● ♀司冴…}到三 暑昊痢 喫畳 望'薯 三 昊る皇週o圃 刃
刃  羅" ?  暑 スO  人L O1ﾘ慶 尚道蔚山斜 望 。囲 社 苓 日
本館 近処 ズ1叫7L皇 剛
 ワガ 国 ニ テ サ ク ラバ ナ ノア ル ト申 コ トハ 承 ツテ イマ ス レ トモ コレマ デ
全 羅 道 ヘ ンニ テ ミタ コ トバ ゴザ リマセ ヌ処 ガ コ ノ前 慶 尚道蔚 山 ニ ヨウ
ジア ツテ ユ キ タ ミギ リ 日本館 近処 ヲ ス ギユ キ マ スル故
本書 に登場す る漂流民が朝鮮全羅道出身者 とい う想定 になっているのは、薩摩
領内 に漂着す る朝鮮船 は全羅道か らの ものが多かったこ と9)、薩摩苗代川者の
祖先の地 が全羅道 であったこと等の事情 と関連 しているのであろ う。
 以上述べ て きた ところのように、本書 において想定 されて いる対話の場面は
(対馬 ではな く)薩 摩領 内の漂着船の廻航港 と考 えられ、 また、登場人物の伝
語官 は(対 馬出身 の者 で なく)苗 代川の朝鮮通事 と考 えられる次第であるが、
この ことか ら推 して、本書の成立地 は(対 馬ではな く)薩 摩苗代川であった と
考 えて、問題 はないであろう。 それでは、苗代川 のいか なる者 の手に成 つたの
であろうか? 「漂民対話」苗代川 自生説 の立場 を とる研 究者 らは、叙上のご
とき本書 の対話 の場 面の想定や登場人物 など、薩摩 苗代川の独 自性 を標榜 した
本書 の 内容(ス トー リー)面 を重視 して、本書 は、 苗代川老 自身 によつて編纂
された ものであるとす る。が、実 は、 この問題 はそれほ ど簡単 ではない。 なぜ
ならば、本書 の内容 を仔細に検討すると、苗代川独 自の もの、苗代川 において
「自生
」 した もの とは言 えない部分 も発見 されるか らである。次節 において述
べ るところの ように、 本書には、 明らかに 対馬朝鮮語学の 投影 がみ とめ られ
る。 そのよ うな対馬朝鮮語学の影響が如何 にしてお よんだのか、すなわち、苗
代川 の者が対馬 より将来 した語学書 を参照 しつつ本書 を編纂 したためであるの
か、 それ とも、何 らかの対馬朝鮮通事の関与があった(例 えば、薩摩 に滞留 し
9)鶴 園 ・他(1997)p.160の 表6「 朝鮮 人 漂 流 民 の出 航 地 と漂 着 地 との対 応 関 係 」 、 池 内(1998)p.83
の 表 「薩 摩 領 ・朝 鮮 間 に お け る漂 着 事 件 」 を参 照 。 な お 、 対 馬 に 漂着 す る 朝 鮮 船 は 、慶 尚道 か
らの もの が圧 倒 的 に多 い 。
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た 対馬 の朝 鮮 通 事 が 本 書 を編纂 した)た めで あ るの か につ い て は、 目下 、 断 定
す るこ とが で きな い。
2.2.所 拠 資料
 本書 には、対馬 よ り苗代川 に もた らされた朝鮮語学書類10)を 引用 ・参照 した
と思 われ る部分が散見 され る。 ここでは、対馬 由来の朝鮮語学書の うち、 「交
隣須知J 「惜陰談」 「講話」 「和韓問答」 をと りあげ 、それ らを引用 ・参照 し
た部分 が本書 に見 られ ることを示そ うと思 う。
「交隣須 知」
 「漂 民 対 話」 の対 訳 日本 語 の中 に は、 「交 隣須 知 」 に拠 っ た と思 われ る もの
が あ る。例 えば 、次 の 〔7〕 〔8]に 見 られ るよ うに 、 「漂 民 対 話」 で は、朝 鮮
語 「西 北 風 」 「電71(尻 、標 準 的 な語形 で は暑 フ1)」に対 して 、 そ れ ぞれ 、 「ア
ナ シカゼ 」 「イ ジキ」 とい う特殊 な 日本語 訳語 が 当て られ て い るが 、r交 隣 須
知 」 の諸 写 本 ・刊 本 に お いて も同様 の訳語 が 当 て られ て お り、 「漂 民 対話 」 の
日本語 訳 語 は 「交 隣 須 知 」 の それ を踏襲 した もの と見 られ る。
〔7〕[漂 民/京:上:8a:4]西 北 風  ア ナ シカゼ
[交/明1411):1:3a:5]西 北 風  刈 鳥筈 。1 T"1 アナ ジ カ 吹 ニ ヨ リ
[交/アB4:1:3b:5]西 北 風  刈 昇署01皇 司 ニ ジア ナ シ テ コサ ル故
[交/対:1:4a:5]西 北 風  刈 薯署 。1早 月  ア ナ ジ ガ ブ イ テ
[交/京:1:2b:21西 北 風  刈 昇署 。1早 日  ニ シア ナ ジ風 ガ 吹 ニ ョ リ
[交/アC16:1:2b:3]西 北 風 刈 昇署 。1早q 西 ア ナ シ風 ガ 吹 クニ ヨ り









10)苗 代 川 に お こな わ れ た 朝 鮮 語 学書 類 に は、 対 馬 よ り もた ち され た と 考 え られ る もの が 数 多
くふ く まれ る。 それ ち諸 本 の 詳 細 に つ い て は、 安 田(1966)、 鄭 光(1990a)(1990b)、 李 康 民(1996)
な ど を参 照 され た い 。
11)本 論 文 に お い て 引 用 す る 「交 隣 須 知 」 の諸 写本 ・刊 本 は 、次 の よ うに略 す.
〔写 本 〕 京大 本:交/京 、 ア ス トン文 庫本{C16]:交/アC16、 ア ス トン文 庫 本[B4J:交/アB4、
対 馬本:交/対 、 ソ ウ ル大 本:交/ソ 、小 田本:交/小 、済 州本:交/済 、 中村 本:交/中
〔刊 本 〕 明治14年 刊 本:交/明14
一115一
[交/京:3:28a:3]暑 フ1  シ リ
この よ うな 日本語 訳 語 の 一致 ・類 似 の 例 は この他 に も多 く発 見 され るが 、 こ こ
に は省 略 す る。
「惜陰 談」
 この本 は、京 都 大 学 文 学部所 蔵 の新村 出蒐 集苗 代 川 朝 鮮語 写 本群 に含 まれ る
もの で 、巻2(内 題 「惜 陰談 巻二 」)の1冊(44丁)の み が残 存 す る。 図書番
号 は[Philology/2D/40.e]。 朝鮮 語 の本文 の み で対 訳 日本 語 は ない 。本文 の 内容
は、 日朝 両 国 の通 事 が 両 国の風 俗 、制度 等 を比較 しなが ら問 答 す る もの で、
「漂 民 対話
」 の 中巻 の 内容 に類 似 してい る。序 賊 共 に な く、 いつ 、 どこで、 い
か な る者 に よ って編 纂 され た ものな のか 、 明記 した もの が な いが 、対話 の内容
等 か ら、 も と もと対 馬 にお いて成 った もの と見 られ る。対 話 の場 面 につ いて も
明確 な地 名 な どは あ らわ れ ないが 、次 の 〔9〕 〔10〕 に見 られ る よ うに、朝 鮮
側 通 事 のせ りふ に 「受 司皇 ―(下って くる、つ ま りソ ウルか ら地 方 へ下 京 して く
る)Jと い う表 現 が あ らわ れ る ことな どか ら、釜 山が 対話 の場 面 と して想 定 され
て い る もの と考 え られ る。
〔9〕[惜 陰談:20a:6]●12)す 呂剤 豊 言 で 入1三 ヌる 皇 明 身 三 〇1遇斜 司呈 杢
と 埜 ≧且 事 情OL叫 刻 昊 重皇 耳一
 [お っしゃるお ことば、 とくと承 りま した。私 もこの度 はじめて工 墓⊥墨
たので、事情 はわか りませんが一(引用者訳)]
〔10〕[惜陰談:22a:7]○ 我国船。1或 路文鵯刈 貴国 左右道三 漂泊絖司{}
漂船01斜 ヱ 眉 音月 書契三 皇 呂ヱ ユ 漂人等01尽 呈 待接之物01喫 含日
 [わ が国(日 本)の 船 が もしも路文 な く貴国(朝 鮮)の 左右道へ漂泊 した ときは
漂着船(の 扱 い)に な り、ソウルから書契 も来 ます し、その漂人等 には特別 に
もてな しの品物 があ ります。(引用者訳)]
●井三 。1剋 ㌣西皇717}荊 音。1°pNユ 望薯 生躁す皇叶 謄録暑 磐ヱ寛明
幸 望潮 望洲 す皇 司
 [私 もこの度 下 京 す るのが初 め て です ので 、 その こ とは疎 い の です が 、謄 録
を参 照 して後ﾘ調 べ る よ うに いた しま し よう。(引 用者 訳)]
12)以 下 、 「惜 陰 談Jか らの 引 用文 中 に お い て、 ○ は 円本 側通 事 の せ りふ 、 ● は朝 鮮 側 通 事 の
せ りふ で あ る こ と を示 す 。
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 とこ ろで、 「漂 民対 話 」 には、 この 「惜陰 談」 を引 用 ・参 照 した と思 わ れ る
部 分 が散 見 され る。以 下 に、 その主 な もの を列挙 しよ う。
①釜山浦か ら対馬 までの距離 などの話
 「漂民対話」の中巻 には、釜山浦か ら対馬 までの距離等に関す る対話 があ ら
われ るが、その もとにな った と思われる対話 が 「惜陰談」に出て くる。
〔11〕[惜陰談:30a:6]○ 釜 山浦斜刈 我国 佐須奈ヨ}痒待 風 要S13)9午 方潮
向寛ヱ 圧 惹 鰐浦L巳 午方斜 当す呂()里 数と 四百八拾 里製を 豊。1
前潮層 月 弓司 順風01孟 喜 せ金 彼此山暑 前後潮 租。1見 ユ 旭司君 剛王
of舎 日
 [釜 山 浦 か らわが 国(日 本)の 佐 須 奈 とい う風 待 ちの村 は午 の方 向 で あ り、 ま
た鰐 浦 は巳午 の方 に当 ります。 里数 は48里 あ る とい うこ とは以前 か ら申 して
お り、順 風 の 良 い 日は彼 此 の山 を前後 には っ き りと見 ます し、渡 る こ と もあ
ります 。(引 用 二者訳)]
● 日 罵入1耳入1日 気 昊 益立 唱 忍 薯 遡01馴 皇 月o}苓 遭司7予 ヒ 望01明 る
皇剛 朝 三 呈 向 宣φ7櫓 と囚 暑 呉 含司 月 豊合立 呈 痢 着 実01叫 巽々 皇 月
環ヌ10}日 珊 瑚(判 早c『司
 [お っ し ゃる とお り、天気 さ え良 けれ ば山 が は っ き りと見 え ます が 、 まだ
(対馬 へ)渡 った こ とが ござ い ませ んの で、 どち らへ 向か って 行 くのや ら知 り
ませ んで したが 、 お話 で もって着 実 にわ か りま した 。忘 れ な い よ うに記 して
お き ま し ょ う。(引 用 者 訳)]
〔12〕[漂 民/ア:中:4b:3]○ 釜 山浦 潮絹 対馬 島 第一 投フト名q刃 刃 ヒ 大 抵 水
路 唄 月坐 音 喫合 と升 洲ス『 府 中尽囚 ヒ 亙 唄里 峠 喫叫 す 書1斗
 釜山浦 ヨリ対馬島第一近 ヒ処マデハ大抵水路何里バ カ リゴザルカ ソレ ヨ
リ ゴ城下マデハ 又何里 ホ ドアル ト云 ヒマスカ
●釜w浦 潮λ『対馬島 待風所7}魂 望 ヌ7}皇 目 ユ刃ス>r四 百八拾里 呂ユ
洲絹 府中R7ズ1三 百里甘叫 衷叫 す言日
 釜 山浦 ヨリ対馬島 ワタシバ ガダイーチ カウゴザ ルガ ソレマデガ四十 八里
ゴザ リマシ ソレヨリゴ城下マデ三十里アマ リアル ト申シマスル
○ユ 四百八拾里る01ヒ 叫叫司 噌重呂肝 険  Lﾓ フ}亙叫謷© 望 想61身
喫合1斗 日気 昼喜 瑚 ヒ 山。1叶 増ヒ 望。1喫 含叶且
ソノ四十八里 ノ間ハ海上 ヲダヤカニゴザル カ アラウゴザ ルカ 又 船 ヲ
13>只Sの 誤 記 な らん 。
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ヨセル島デモゴザルカ 天気 ノヨヒ時ハ山ナ ドノ ミヘ ル コ トガ ゴザルカナ
● マ智 険絖叫 τ}司呂ヱ 三ヱ粁 四百八拾里 る01と 則 叫魁qヒ 引目斗
下碇 喜q三 鵯71到 不得不 一帆斜 石目7図 可月週 昊絖昊 。1皇用
貝言暑 を 旦ヱ 発船重 書日 胡呈。1各 別 快晴絖せ 芒 彼我国。1刈 呈 山OL
畳 倒 呂q
 イタツテアラウ ミデゴザ リマスル ナヲサ ラ四十八里 ノ間ハ船 ツケル所ハ
サ テ ヲキ イカ リ 入 レル所 モゴザ ラヌカラ ゼ ヒ トモー帆ニワタシユカズ
シテナラヌ所故 風勢 ヲヨク見 テ 出船 イタシマスル 勿論各別快晴 イタシ
タ 日バ カノ国ワガ国 トモニ山ハ ヨク ミヘマスル
 釜 山における 日朝両国通事 の対話 を内容 とす る 「惜陰談」 に釜山浦か ら対馬
までの距離等 に関す る対話が あ らわれるのは何の不思議 もないが、薩摩領 内に
おけ る伝語官 と漂流民の対話 を内容 ξす る 「漂民対話」 にかか る話題 に関す る
対話 があ らわれ るのはいかに も不 自然である。 さらに、対話 の具体的な内容 ・
や りと りを見 て も、 〔11]の 「惜陰談」 は、対馬の事情 に通 じているのは日本
側通事 であ り、朝鮮側通事は対馬へ行 った経験 が な くて不案 内であるというご
く自然 な設定 であ るのに対 し、 〔12〕の 「漂民対話」 は、対馬 に行 ったことも
ない朝鮮人漂流民が(伝 聞形 を用 いてではあるものの)対 馬の地理や対馬 までの
海路 についてす らす らと答え るといういささか不 自然 な対話 内容 となってい
る。 「漂 民対話」 のこの部分 の対話 は、薩摩領内における現実対話 に基づ くも
ので はな く、 「惜陰談」 をもとにした ものに違いない。 「惜陰談」の 日本側通
事 のせ りふ を朝鮮人漂流民のせ りふに変え、さらに伝 聞形 を用いてつ じつ まを
合わせ た もの と推測 され る。
 この ように、 「漂民対話」 に 「惜陰談」 に依拠 した と思 われ る部分が あらわ
れ る とい う事実 は、 「漂民対話」の資料的性格 を解 明す るうえで、重要な意味
を持 つ と思 われる。すなわち、本書 の対話内容が、必ず しも薩摩領内における
漂流 民 と伝語官の現実対話に根 ざしているわけで はな く、対馬由来の朝鮮語学
書 を適 当に取捨選択 ・改変 して成 った仮想対話の部分 も存 在す るとい うことで
あ る。
鶴 園(1995)pp.110-111は 、 「漂 民対 話」 中巻 にあ らわれ る叙 上 の対馬 事情等
に関 す る対話 部 分 に関連 して 、
「(前 略)し か し、 このようなテキス トの作成に、必ず対馬 の朝鮮通事の介
在 が必要 なのであろうか。十七世紀か ら十八世紀 に至 る、長期間の薩摩の朝
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鮮通 事 の活動 に よって 、 お のず と、 い わば 自主 的 に この よ うなテ キ ス トが成
立 して きた と考 え る こ とは出来 な いの であ ろ うか 。
 確 かに李康 民が指摘す るように、対馬が朝鮮の釜山 に置 いた倭館 に関す る
対話があ り、 しか もそれは沈寿官本のみに有す る 『別一』 『別二』 の破本部
分に含 まれ るのであるが 、ひるがえって考えるに、対馬の朝鮮通事が編集 し
たものであるな らば、 「朝鮮到 対馬州館」であるとか、 「対馬州館宇」
「日本館近処」 というような表現 をす るであろうか。百歩 ゆずって対馬 の訳
官が漂流 民の立場 になってそのように表現 したのだ として も、
私 モ和館 ノ家 数ハ[シ ラネ]ド モー 昨年 ヨ リ館 二毎 日ユ キ 、餅 ト飴 ア キナ
イ スル 子供 ノハ ナ シ ヲキキマ ス ル ニ、東館 ・西館 ト申 テ両所 二 家 ガ ゴザ リ
マ シ テ、 西館 ハ送 使 ガ タゴ シ ュ クナサル長 家バ カ リゴザ リマ ス(『 別 一』
八丁 ～九丁  〔〕部 分 は虫損 を朝 鮮 語 よ り推 測 補填)
とい うよ うな 、対馬 の通 事 で あれ ば 自明で あ ろ う知識 を、 こ とさ ら書 き とめ
る必要 が あ っ たの で あ ろ うか。や は りこれ らの情 報 は、す な お に漂 流 民 か ら
得 た情報 を書 き とめ 、 それ をその ままテ キス トに した もの と考 え る方 が 自然
で あ る よ うに思 え る。 」
と述 べ 、 「漂 民対 話 」 中巻 の 当該 部 分 はす なお に漂 流 民 か ら得 た 情報 を書 き と
め た もの で あ ろ う との見 解 を示 して い る。 また、鶴 園 ・他(1997)p.181も 、
「第二 は 、伝 語 官 が対 馬事 情 ・日朝 関係事 情 を伝 聞 と して 聞 いて い て、 それ
を漂流 民 に確 認 しよ う として いる質 問が多 い(中 略)こ とで あ る 。 この こ と
は、 「別 一 」 が漂 流 民 の漂着 地 は対馬 以外 、伝 語官 は対馬 藩 と無 関 係 の者 と
い う設定 に な って い る こ とを示 して い る。 また、 この質 問 に漂 流 民 が十 分 に
答 え られ な い こ と(中 略)も 注 意 すべ きで、対 馬 の事情 に詳 しい者 が この テ
キ ス トを作 っ た とい う考 え を否 定 し、漂流 民 と伝 語 官 との対 話 メモ に基 づ く
とい う考 え を支持 した くな る要 素 で あ る。」
と述べ 、同様 に、 「漂民対話」 の当該の対話部分 は薩摩 にお ける漂流民 と伝語
官 との実際の対話 メモに基づ いた ものであろうとの見方 を提示 している。 しか
し、対馬 に由来す ると見 られ る朝鮮語学書 「惜 陰談」 が 「漂民対話」の 当該部
分の所拠 資料 になっている叙上の事実 に照 らしてみるとき、 これ らの見解 はい
ずれ も首肯 しがたい ものであると言わねばならない。
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②船材 に樫 その他 いろいろな木 を用いる話
 「漂民対話」の中巻お よび下巻には、 日本 と朝鮮 の船材 に用 いる木材の相異
に関す る対話があ らわれるが、その もとになった と思 われる対話が 「惜陰談」
にあ る。
〔13〕[惜 陰 談:17a:3]○ ♀ 司t}冴 潮刈 ヒ 員1耳司斗L_Lユ 吸 羽 ピ ＼司 茗qと
大 概 加 柴 木 暑 埜 呂ヱ 槻 樟 ヌ薯 耳 旦三 す 呂司 目 貴 国 則 土 ヒ 柞 し}呈
杢 し}呈 埜71井 魁 る皇901ヒo}ロ}呈 ミ ＼痢o}L1暑 司
 [わが国(日 本)で は舵 と櫓、その他丈夫 にすべ きところは大概 カシの木 を用
い、槻、樟 の ような木 も用 いますが、貴国(朝 鮮)の 船の櫓 は柞や松 の木 を用
い るこ とが多いですが、これ はおそらく丈夫ではないで しょう。(引 用者訳)]
●果然 ユ 両す到 日本 則ヒ 則 望を01叫 忌 ～す皇斜 我国 則と 松木魁
フ}ス1ヱ昊架る皇封 大船OL耳 司 本木Oz柞 木Oz埜 呂日
 [ま こ とにその とお りでございます。 日本の船 は船の道具がみな丈夫 です
が、わが国(朝 鮮)の 船 は松の木ばか りで もって組 んであ りますが、大 きい船
は舵 の本木に柞 を用 います。(引 用者訳)]
〔14〕[惜陰談:17b:3]0我 国 則 昊t臆 桧耳呈斗 槙し}呈 喫井峠旦 縦身呈
昊ヌ催 埜 呂司し1貴 国薯 叫叫三 ユ弔1斗 呈 昊荊丹SLズ10ト 思7ト λ1旦到
 [わが国(日 本)の 船の帆柱 は桧 と槙 、杉、縦 の木 の類 を用 いますが、貴国
(朝鮮)は お そら くそんな木の類 は多 くないで しよう。(引 用老訳)]
● す呂くユ 壁合 ユ司す呂ユ 貴国OL叫 旦三 哨司7図 喫フ1司 則王 叫
C＼ 重皇黛 ♀司1斗叫喜 孟喜 叫呈井 三旦皇日 叫ズ1昊 す明 雑木Oz埜 呂ヱ
日本 則C＼ 重71ヒ 果然 早司呂」01叫.
 [お っ しゃ る とお りです。 貴 国(日 本)は 木 もい ろい ろ あ るの で 、船 もみ な丈
夫 です が 、 わが 国(朝 鮮)は 良 い木 が あ ま りあ りませ ん の で、 しか た な く雑i木
を用 い ます 。 日本 の船 の丈夫 な こ とは 、 まこ とに う らや ま しゅ うご ざい ま
す 。(引 用者 訳)]
〔15〕[漂 民/ア:中:33b:3]○ 草木OL日 本 塑 斗 ヌ含 忌 ヱ 身 弓 呂忌ユ
 草木ハ 日本 ノノ ト似テイマスカ チガウテ イマスカ
● 琶 類 ヒ 大同小異 す皇耳 耳旦 類ヒ 大相不 同す呂日
 草 ノ類ハ ニ ヨツテイマス レ トモ 木 ノ類ハ 大 ヒニチガウテイマスル
○耳旦 類ヒ 朝鮮 唄叫 日本71入1大 端司 叫尋叫 す 呂と司 果然 朝鮮屓催
暑尋 廻貝臣 列目外 望を望暑 叫 杢叫呈魁 埜τ斗7}τキミi珠 里旦 囚{}71L
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昊旦皇 月 楠辞旦 槻L}一° ヌ薯 召31Σ 好呈セ 鵯含冴
 木 ノ類 ハ 朝鮮 ノノ ト日本 ノノハ大 ヒニチガウ ト云ハ シヤルガ マ コ トニ
朝鮮 ノ船 ヲ ミルニ 本 ト船ハ モ トヨリ 道具 トテモ 皆松 ノ木バ カ リツカフ
テ ホカノ木 デツクツタノハ 見マセヌガ 楠木 ケヤ キゴ トキ 杢 ノアル
キハ ゴザ ランカ
●♀司し梓}喜 告叫旦斗 灸耳旦 類肚 魁舎ヱ 叫 ミ 身呈と 稀貴重妾司 則三
刃潮 杢叶旦 蓬 埜 呂ヱ 三ヱL干 楠しモ呈 槻味里 昊 ヌ1と 旦L望 三 鵯る芒中
七八年前q上 京 すヒ苓 両班宅q凌 合とq斜 モ}各 具所里フ}製 罵月 ユQL
君 喫と 望呈 刈立 司 喫含フ1i董ユ司 重剋 旦{受合司01叫 量呈州 相考 す明
旦堪 国中到 可王 唱吐 磐含 昊重皇司
 ワガ国ハ 松 ノ木 ト栢 ノ木ルイバ カ リ多フゴザ リマ シテ 別 ノ木ハマ レニ
ゴザルユヘ ニ 船 モ タブ ン松 ノ木 ヲ用 ヒマスル ナ ヲモ 楠 ケヤ キ
タグヒハ ミタコ トモゴザ リマセ ヌ内 七八年前 二上京 イ タシタ ミギ リ
歴 々ノ方 ニ ユキマシタ処 ホソヒ箪笥ガゴザ ツタニ ウツクシヒ杢 ノアル
板デツ クツテ ゴザ リマ シタヲ ソノ時一度 ミマ シテゴザ リマ シ ア レヲ
以 テカ ンカヘ テ ミレハ 国中ニ ネカラナヒ ト申コ トハ 申サ レマスマ ヒ
〔16][漂 民/ア:下:43a:1]● ♀司し}叫喜 楠叫昆 槻 斗且 ヌ薯 看 喫ヒ 貸旦i類フr
稀貴 貢皇剛 戦船。1{斗三 メ国 杢叶旦 呂ヱ 或入1柞 叶呈ヒ 唱を 中斜 埜ヒ
望息 衷る皇瑚 日本洲呈 呈Ω1叶 呈升 喜凶o}豊 誓t翁呈 木手暑01層 層三
を 昊す皇瑚u,}畏7固  同剋叫 雪網呈 所謂 奇夫追 日。1萱 豊 タス1唄 ス1
ユ斜呈 早暑 手端61羽 皇司3レ ト
 ワ ガ国 ハ 楠 木 ケヤ キ ゴ トキ 杢 ノアル木 ル イ ガ マ レニ ゴザ リマ ス故
軍船 デ モ タブ ン松 ノ木 デ ゴザ リマ シ モシバ ユ ス ノ木 ハ 道具 ノ内ニ
ツ カ ウ コ トハ ゴザ リマ ス レ トモ 日本 ノ ヨフニ 杢 ノア ル 木 ガ多 フカ リマ セ
ヌ ノ ミナ ラ ズ 大 工 トモ ノサ イ クモ ア シウゴザ リマ ス故 イ カホ ドヲシ ウ
ヲモ ヒマ シ タ トテ モ 所 謂 脊夫 ノ 日ヲ追 フ ト申 コ トバ ノゴ トク ドブシ テ
ア ノ ヨフニ ツ クル シ カ タガナ ル モ ノデゴザ リマ ス カ
「漂 民 対 話 」 の 〔15〕 〔16〕の部 分 は、 「惜陰 談 」 の 〔13〕[14〕 に拠 った も
の と考 え られ る。
この 「漂 民対 話」 の 〔16〕の部 分 につ いて、 出 口(1996)p.129は 、
「(前 略〉 日本船 の船体 にたいするこのような漂民の全面的 ともとれる評
価 は、本史料の性格 が朝鮮通事の教科書 とい うだ けにはた して どこまでかれ
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らの意思 どお りであったのか慎重に検証する必要がある。ただ し、 自船の建
造工程 にかか る記述 な どが丁寧 に書 き込 まれて いるところをみると、漂民 の
目に映った技術認識が この文面にす くなか らず反映 されて いるとみてさしつ
かえないだろ う。
 たとえば、漂民が 日本船 を目にした段 階で、 自船の技術 の稚拙 さを嘆 き、
その要 因のひ とつ に自国は良材が恵 まれていない点 を指摘 しているところに
筆者 は注 目す る。 いいかえると、 『漂民対話』 にみ る日本船 にたいす る相対
的 な技術認識 は、 日本の木材の豊富 さに裏づ け られた ところの造船技術 の精
緻 さであった。漂民 はたんに船体だけを比較 していたわけではな く、その背
景 にある森 の相違、風土の相違 を船体技術 に見 いだしていた ことになる。」
と述 べ 、 「漂 民 対 話 」 の 漂流 民 のせ りふ にあ らわれ る 自船 認 識 、 木 材 の 相 違 に
つ い ての 認 識 は、 現 実 の 漂流 民 の認 識 を反 映 した もので あ る との 見方 を提 示 し
て い る。 しか し、 上 に 示 した とお り、 この 部分 は 「惜 陰 談」 に 由来 す る もの で
あ り、 そ こで の 日朝 両 国通事 のせ りふ に手 を加 え 、漂 流 民 のせ りふ に 改変 した
もの と考 え られ るか ら、 この 見解 に した が うこ とはで きな い と言 わね ば な ら な
い 。
③ くらげの話
 「漂 民対 話 」 中巻 に は、 日本 と朝 鮮 の くらげ の食べ 方 に関す る対話 が あ らわ
れ るが、 その も とに な っ た と思 われ る対 話 が 「惜 陰 談」 に あ る。
[17〕[惜 陰 談:39b:2]● 海 蝿OL庚 入1早qす 皇 月 我 国 到刈 ヒ 書 魁 茗 法Oa
呈 呈 フ1潮 ♀ 司1斗叫 朴 喜{}0}-引 暑 旦 司 唱 合 日
 [く らげ は味 が よ ろ しいが 、わが 国(朝 鮮)で は こ しらzる 方法 を知 らな いか
ら、 わが 国(朝 鮮)の 人 は全 く食 べ るこ とが あ りませ ん。(引 用者 訳)]
○ 斗qユ 哩 耳λ1す 書ユi虧° モ碑 、＼絖フ1告 唄望 方 法立 呈 刈尽ズ1
を 魁 重刃 旦 呈 皇 耳 膚 フ1LL唱 呈 吾 刺(マ マ)円 倉 忌 。1 zl一
 [ま こ とに その よ うに存 じます。形 が ぐに ゃ ぐに ゃ した もの を どの よ うな方
法 で あ そ こ まで こ し らえたのか わか りませ んが 、 食べ る こ とは実 に好 ん で食
べ ます 。(引 用者 訳)]
〔18〕[漂 民/ア:中:26b:4]○ 字毎蝿 薯 環刃暑 重明 膚 合と 升 唄 暑oト 矢ヱ 巧と
法OL唱 含叶
海 月ハ トヲ トモ シテ クヒマ ス カ シホヅ ケニ シ テ ヲキ ク ウシ カタハ
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コサ ラヌカ
●海 蝿芒 ♀ 司痔葺喜 ろ1宕o}美 ヱ 噌暑 唱金 唱含ヱ 或 生皇呈 醤魁 重目
用ヒ 望{≧ 衷る皇月 尽呈 司{}唱 喜 旦呈 呂鳩
 ク ラゲ バ ワガ国 ハ シホ ヅケ ニ シテ ヲキ クフ シ カ タハ ゴザ リマ セ ヌ 若 シ
ナマ デ コ シ ラエ テ クフ コ トバ ゴザ リマ ス レ トモ 別 ニ ク ウシ カ タハ
ゾ ン ジマ セ ヌ
「漂 民 対 話 」 の 〔18〕 の部 分 は 、 「惜 陰談 」 の 〔17〕 の部 分 に拠 った もの と考
え られ る。
④伝語官 ・通 事が船の ことをよく知 らない話
 「漂 民 対話 」 下 巻 に は、伝 語 官 が船 の こ とを よ く知 らな い とい う話 が あ らわ
れ るが 、類 似 した ものが 「惜 陰談 」 に もあ る。
[19〕[惜 陰談:18a:7]● 叫部 凡事潮 未練 す{}ぐ}τ『司0-司 司 盤
生趨?? 司電羽吐 望奮芒 即答刺 昊 重呂日
 [ま だ あ らゆ る事 に不 慣 れ で あ るのみ な らず 、 そ の うえ船 の こ とは疎 うご ざ
い ます の で 、本 当 にそ うで あ る とい うこ とは即答 で き ませ ん。(引 用者 訳)」
〔20〕[漂 民/ア:下:2a:4]● 果然 至 当絖豊 合。1畠ム1伝 語 官 日フ}則 望{}
肩 明 入1q7ト 旦名 ヱ
 マ コ トニ ゴ尤 ノ ヲ コ トバ デ ゴザ リマス ル 伝 語 官 ガ タ ガ船 ノ コ トヲナ レテ
ゴザ ル モ ノデ ゴザ リマ ス カ
「漂民 対 話 」 の 〔20〕 の部分 は、 「惜 陰 談」 の 〔19〕 の部 分 を参 照 ・改 変 した
もの で は な い か と思 う。
⑤専門用語の用い方
 「漂 民 対 話 」 には 、 「伝 語 官」 「時任」 な ど、役職 等 をあ らわ す専 門 用 語が
あ らわ れ るが 、 その用 い方 は、 「惜陰 談」 の そ れ に一 致 す る。
〔21〕[惜 陰 談:15b:6]伝 語宜 暑 すd1請 す唄 々皇 司
〔22〕[惜 陰 談:22a:2]ユ 剛 ヒ 伝 語 宜大 庁潮淵 公 匂7}喫 含q月
〔23〕[惜 陰 談:16a:4]叫 司 琶呈 絹 壁 圧q王 口 。1ヌ1。ト翌 前 潮 望 。1豆
〔24〕[漂 民/ア:中:1a:2]L}呈 伝護 宜01{}q今 船(番)OL同 官 ヨ 問 情壁 圧到
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当縺E 月 畏 る皇 目
 拙者 モ 伝語宜 デゴザル処 此度ハ 同役ナ ド ロ伺 ヒノ役 且ニアタツテ
マ イツ タニ ヨリ
「漂民対話」 における、 これ ら専門用語の用い方 は、 「惜陰談」 などの対馬 由
来の朝鮮語学書 にな らった ものであろう。
 その他 、 「漂 民対 話 」 の中巻([漂 民/ア:中:24b:2])に あ らわ れ る牛 肉食 に関す
る対話 や 、下 巻([漂 民/ア:下:33a:5])に あ らわれ るマ キ ド(絞車 、船 具 のひ とつ)
に関す る対 話 な どにつ い て も、 その も とに なっ た と思 われ る対 話 が 「惜 陰談」
に あ る([惜 陰 談:5a:3][惜 陰 談:18b:5]な ど)が 、今 は省 略 に した が う こと とす る。
「講 話 」
 この本 は 、現在 、次 の4つ の写 本 が伝 わ る こ とが知 られ て い る。1)と2)は 薩
摩 苗 代 川 に お こな われ て いた もの 、3)と4)は 明治 初年 の釜 山 の 日本 居留地 で使
用 され て い た もの で あ る。
1)京 都 大 学 文 学部所 蔵 本[Philology/2D/40.b]、 上下2巻2冊 、各 冊 と も 「講話
上(下)」 と書かれた題箋が残 っている。本文は上巻27丁 、下巻25丁 、上巻
末に 「主 朴伊円 道存」 との朱筆の書 き付 けがある。朝鮮語 を本文 とし、
その右側 に片仮名漢字混 じり文の対訳 日本語が注記 毒れている。新村出蒐集
の苗代川朝鮮語写本のひとつ。 (以下[講話/京])
2)沈寿官 家所蔵本、上下2巻 、書写期不明。
3)東 京大 学文学部小倉文庫所蔵本 、明治7年(1874)中 村庄次郎書写 。
4)ロ シア東方学研究所サ ンク トペテルブルグ支所 アス トン文庫所蔵本[No.
C6]、 Dialogues in Korecmと の題 が付 され た革 洋装 本1冊 。原 本の和 本 を
ば ら し、 各 丁 ご とに洋 紙各1枚 をは さみ 、洋 装 しなお した もの 。和本 原 本 の
巻 頭 題 は 「講話 」 にて 、 「講 話」 上下 全2巻 を内容 とす る。 洋紙 のペー ジに
は、 アス トンの手 にな る鉛 筆 、ペ ン書 きいれ が見 られ る。 丁数 は、和 本原 本
部 分36丁(上 巻14丁 、下 巻22丁)、 洋 紙部 分42丁 。本 書 は、 ア ス トンが外 務 省
の宮 本 氏 か ら譲 り受 け た もの で 、 もと もと釜 山の 日本 居 留 地 で朝 鮮語教 育 に
使 用 され て い た もの で あっ た と考 え られ る14)。
14)本 書 に は、 次 の よ うな ア ス トン 自筆 書 き いれ が あ り、 本 書 が も と も と釜 山 の 日本 人 朝 鮮
語 通 事 の 編 纂 に か か る もの で あ る こ と が 知 られ る。
「W .G.Aston/H-VI's Legatin, Yedo/Japan 1878/Apresent from Mr Miyamoto of
the/Jap. Foreign Office][Dialogues in Korean/Compiled by the Japanese College/
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 本文 の 内 容 は 、4写 本 と もほ とん ど異 な る とこ ろが な く、 釜 山 にお け る 日朝
両国 官 吏 の交 渉 を対 話形 式 で 記述 した もの で あ る。 い ずれ の 写 本 も序 践 共 にな
く、 いか な る 経緯 に よ って 編纂 され た もの なの か、 明記 した ものが ないが 、 対
話 の 内容 等 か ら、 も と も と対 馬 に おい て成 った もの と見 られ る。 対 話 の 場 面 に
つ いて は、 次 の 〔25〕 〔26〕 の用 例 に見 られ る よ うに、 「東 莱 」 「釜 山」 とい
う地 名 が あ らわれ る こ とな どか ら、釜 山が想定 され て い る もの と考 え られ る。
[25〕[講 話/京:上:2b:5]上 麹 ま 世 昊看ヱ
 .東莱 ニ ノボ リナ サ レ タ ト申 コ トヲ承 リマ シ
〔26〕[講 話/京:下:13b:2]今 日食 前潮 柴 炭事 呈 釜 山 刃囚 司 る旦 。1昌 升 音 叫7}
 今 日アサ ハ ンマ エ ニ ス ミシバ ノコ トテ 釜 山マ テ ワサ ＼ ＼ テ焜} イ
b1 _ 、  ニソ で ン ノ
 とこ ろで、 「漂 民 対 話 」 に は、 この 「講話 」 に見 られ る もの と酷 似 した表 現
が随所 にあ らわれ る。以 下 に、 その主 な もの を列挙 しよ う。
① ゆ る りとお話 で も
〔27〕[講 話/京:上:3b:5]吾 暑 司 豊 言 。1叫 す 魯入膏φ1叫
 ユ ル リ ト ヲハ ナ シデ モ イタ シマ シ ヨフ
〔28〕[漂 民/ア:中:4a:1]従 容 司 吐含01耳 尊ヱ項 宣 呂耳月
ユ ル リ ト ヲモ ノガ タ リデ モ イ タシ タウ ゴザ リマ シ タニ
②道 も悪 しい と こ ろに
〔29〕[講 話/京:上:10b:4擢 王 険 重q司1刃 ス1皇 呂入1目
 道 モ ア シ イ処 ニ コ レマ テ ヲイ テナサ レテ
〔30〕[漂 民/ア:中:2b:3]召 呈 険 喜目 明1尽スP斗 皇 入1目
of Interpreters at/Fusankai/Asano says these are written/language. Notes by W.
G.A, of no value.」
ま た、 明治 の 初 年 に釜 山 の 日本 居 留 地 に お け る朝 鮮 語教 育 の 教 材 とし て 「講 話 」 が 使 用 され て
い た こ と につ い て は 、大 曲(1936)p.152の 次 の報 告 に よ り確 認 さ れ る。
「又 朝鮮 語 の教 授 とい つ て も交 隣須 知 や 隣語 大 方 を骨 子 と して之 れ に常 談(人 事 篇 ・売 買
篇 ・古 語 篇 に別 た れ紙 数 僅 か に十八 枚 、 隣語 大 方 の続 篇 の 如 き もの)と き 善 日.酬 噛が 山
換 す る種 々の挨 拶 の練 習 用 と して編 輯 せ し もの紙数 二 十 一 枚)と を添 え て 、対 話 と訳 述 と を
生 徒 に奨 励 し、 又 輪講 輪読 を行 つ た。 」
一125一
路次 モアシヒ処 ニ コレマデヲイデナサ レテ
③ 平安 に ご ざな され て
〔31〕[講 話/京:上:12a:5]数 日間 平安 司 洲入1日 引 旦 斗 す 魯』 。1叫
 数 目問平 安 コサナ サ レテ 珍 重 ニ ソ ンジマ ス ル
〔32〕[漂 民/ア:中:3b:5]唐 るoi平 安 寛入1目 環 旦 斗 す 呂日
夜 間 ゴ平安ニゴザナサ レテ 珍重 ニゾンジマスル
④ 以 前会 った こ とな し
〔33〕 〔講 話/京:上:13b:5]01週 胡 呂刃 昊 す曳る 皇 可
 以前 ヲ 目ニ カ 々ッ タ コ トバ ゴサ リマセ ネ トモ
[34〕[漂 民/ア:中:1a:1]以 前 昊 且 畏日
ハ ジ メテ ア ヒマ シ タ
⑤ 遠 路 雪 を冒 して
〔35〕[講 話/京:上:15b:3]遠 路 潮 冒雪 す唄
 遠 路 ユ キ ヲ ヲカ シテ
〔36〕[漂 民/ア:中:2b:1]遠 路 潮 冒雪 す 司
遠路 雪 ヲヲカシテ
⑥ 船 が つ いて命 が たす か る
〔37〕[講 話/京:下:23a:1]司 筈 暑立呈 則 τ}司入1月 人 命OL保 存 す 唄る皇 肩
  イ ワ ノハ サマ ニ 船 ガ ツ キマ シ タニ ヨ リ ジ ン メイハ タス カ リ
マ シ タ レ トモ
〔38〕[漂 民/ア1中:2a:2]此 国潮 則 亡}唄ユ 未残 喜 唄台 暑 保存 す 喫る皇 剛
ヲ国 ノ地 二 船 ガツキマ シテ カスカナル命 ヲ タシカ リマ シタ故
⑦ かす か な る命
〔39〕[講 話/京:下:23a:6]微 残 言 昇告 暑 扶支 す暑 丁T-.可 月 皇 叫
 カス カナ ル命 ヲ トリツ ＼キマ ス ル ノ ミナ リマ セ ス
[40][漂 民/ア:中:2a:3]未 残 重 膚台 音 保 存 す 曳る 皇 剛
カ ス カナ ル命 ヲ タ シカ リマ シ タ故
⑧ 申す に限 りござ らず
[41〕[講 話/京:下:24a:2]日 罵 寄 せ 鵯 る皇 目
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 申ニ カ ギ リハ ゴザ リマセ ネ トモ
〔42〕[漂 民/ア:中:2b:2]月 尋 測量 司 唱ヱ
申ニ カ ギ リゴザ ラス
「漂民 対話 」 にあ らわ れ る これ らの表現 は、 「講 話 」 の そ れ を踏襲 した もの と
考 え られ る。
「和韓 問答」
 沈寿 官 家 に所 蔵 され る苗代 川朝 鮮 語 写本 のひ とつ 。1冊(24丁)、 虫損 甚 だ
し く、紙 辺 と して伝 存 す る葉 も少 な くな い。原 表 紙 に 「安 政 七年 申三 月廿 九
日」 、 「此主 朴 寿 悦 」 とい う注 記 を持 つ 。安 政7年 は1860年 。 くず し字 で書
か れた候 文 体 の 日本 語 本 文 の右側 に対訳 朝鮮語 を配 す 。本 文 の内容 は、 日朝 両
国 の通 事 が 草梁 倭 館 の位 置 、朝鮮 の風 俗 、地理 等 につ いて 問答 す る もの で、
「漂民 対話 」 の 中巻 の内 容 に類 似 して い る。序 賊 共 にな く、 いつ、 ど こで、 い
か なる者 に よ って編 纂 され た もの なの か、 明記 した ものが な いが、 対話 の 内容
等 か ら、 も とも と対 馬 に おいて成 った もの と見 られ る。本 書 中 に、
〔43〕[和 韓 問答:13a:2]015)朝 鮮 は夏 に て も氷 が有 に よ り能 く貯 ふ た もの と交 墜
麹 と申 書冊 に相 見 口ロ ……
朝 鮮4L司 言。1{斗三 ・1ﾁ。1。 囚 日 蒼 渚}瑚重 円入1叫繝  交隣 須麺 叫
絖口 口 潮 増 ヱ ロ ヒq
と、非増 補 本 系 「交 隣須 知 」 か らの 引用例 が見 えて お り、注 目され る。
 とこ ろで 、 「漂 民 対 話」 中巻 に は、 白頭 山に 関す る対話 が あ らわれ るが、 そ
の も とにな った と思 われ る対話 が 「和 韓 問答」 に出 て くる。
〔43〕[和韓問答:llb:4]○ 朝鮮北之境 に白頭山 と申高山有之 よし 何道の内に
て 山の高 さは大抵 いかほとはか り有之哉 宜 き人参 出か様 に承申候
北地 に候 はは随分寒気強 く雪 なとも深 く冬中[に]は 定て山の絶頂 は真 白 く相
成可候 と相察 し申候 何月比 よ り雪の積何月比 に解候哉 承度存候
 朝鮮 北方之境潮 白頭山1叫絖土 薯 甘 喫セ7}入1旦 碍目 ・判芒 道 中q
。困 珊 と亜フ1LL大 抵 望叫し}喫 叫 す呂ヒ刃 孟喜 人参 。1壮 吐 里01
15)以 下 、 「和 館 問 答1か らの 引 用 文 中 に お いて 、○ はA本 側 通 事 のせ りふ 、 ● は朝 鮮 側 遜 穿
のせ りふ で あ る こ と を示 す 。
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三民耳月 北地皇電 別呈 寒気 層重ヱ ゼ三 招ヱ 靖[4z]誉q[L]魁;入1
珊 ♀ 司ヒ 川司胡φ31舎L昊 斜酌宣ヒロa}旦 暑 坐告潮刈 ゼ01榊 嗣
可旦 暑 坐告q等 含ヒ囚 昊ヱ凋 司コ
●右 白頭山は威鏡道 の内にて則我国第一の高山 にて山のたか さは凡二里余 も
有之様 に以前 よ り申伝へ居候 尤宜 き人参 も出候 籾又寒気 の儀 は丁度御 明
察 の通各別強 く雪深 か く察候 九月下旬 よ り雪降十月よ り翌年春[ま]て 雪山
口 にて[三]四 月に到 り追 々残雪解申候
 ユ 白頭山OL威 鏡道中q o因 昊 我国 第 一 と二薯 山01呂 ヱ 判 土竺フ1ヒ
大抵 二拾里甘叫 喫と 誓到 以前早肩 週そ豊31會 ヱ λ覗呈。1盃 喜 人参三
叫 呂ヱ 亙 重 寒気 望喜 吸ズ1明 察纉?と 司皇 旭01相 ヱLT呈 招ヱ
皇司胡 ユ翌 念後 胚 音潮ス『七 〇1皇 ヱ 十月TEj O1吾 司 暑 尽ズ1山L
期司司φ[三]四 月潮 目 罵司 漸 々 ゼ01腎 含匂
〔44][漂 民/ア:中:55b:4]○ 白頭山OL人 参 。1耳 ヱ 望筈廿 深山01叫 す耳日
大抵 と王71ヒ 望叫1斗 製u}宣 呂可 山 ♀司 と 暑刃囚 セ01キ 荊oト 環叫
重皇月 噌豊01呂 叶
 白頭山ハ人参 ガイデ 名 ヲ云フ深山 ト云マ スニ 凡高サハ イカホ ドアル ト
云 ヒマスカ 山イタ ＼キハ春 マデ雪ガキヘヌ ト云 ヒマスガ マ コ トデゴザ ル
カ
● 白頭山6L我 国 第一 と妾 山。憾 ヱ 人参王 叶 呂とq北 地皇ロ淵則皇
唱ヱ 眉金潮絹 。1暑司 三四月趣囚とLT。1腎 囚 叫貝コ 輯 ♀司と
司司胡明 喫會ヱ 胡 土浬ア1LL大 抵 二拾里甘 叫 喫叫 重 呂日
 白頭山ハ我国第一 ノ高山デゴザ リマシ 人参 モデマスル処 北地故イカフ
サ ムフテ 冬 ヨリ翌年三四月マデハ雪ガキヘマセズ 山 ノ頂 キハツラ リト白
ンデイマシ 山ノ高サバ凡二里アマ リアル ト申マスル
「漂 民 対話 」 の 〔44〕 の部 分 は
、 「和韓 問答 」 の 〔43〕の 部分 を参 照 ・改 変 し
た もの と考 え られ る。
 以上、述べて きた ところの ように、 「漂民対話」 は、必ず しも苗代川独 自の
要素ばか りではな く、対馬 由来の朝鮮語学書類 を引用 ・参照 した部分 も有 して
いる。 「漂民対話」 は、薩摩領内の朝鮮人漂着事件 に取材 しつつ も、対馬由来
の朝鮮語学書類 を適 当に取捨選択 、換骨奪胎 して、薩摩 の実情 に合 うよ うに改
変 した もの と考xら れ る。
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2.3.成 立 時期
 「漂 民 対 話 」 の成 立 時期 が1836年 と推 定 され る こ とにつ いて は、す で に、岸
田(1997)pp、43―45に お いて 述べ た とこ ろで あ るの で 、 ここ には繰 り返 さな い。
3.「 漂 民対 話」 の朝鮮語:日 本語 の干渉
 前章 にお いて検討 ・確認 した 「漂民対話」の成立経緯 を踏 まえ、本章 では、
本書 の朝鮮語 の性格 につ いて検 討 を加 えることとす る。
 本書 の朝鮮語 を仔細 に検討す ると、 もともと朝鮮語 として独 自に成立 してい
た とは考 え られ ない部分 が発見 され る。 これらは、朝鮮語の母語話者 である漂
流民が話 した文章 をその まま書 き取 ったのではな く、 まず 日本語が成立 し、 そ
の 日本語 牽翻 訳す る形で作 り出された もの と見 られ る。次の用例 を見 られた
い 。
C45〕[漂 民/ア:下:19a:5]● 熟麻呈 可音 量薯 童縄 圖 斗 叫量暑斗…
 苧デ ウツ綱ハ ミナハ ト シン ト…
○童髄o彬}す フ1LL用 惣箋(暑 誉書)豊01薯 済
 童縄 ト云 フハ 且惣迭 ノコ トデアルカ
●ユ碍重 呂日 童糧C麹 三 すヱ 用惣穿(喜 尋蕎)01i斗三 重Sユ 亙 喜
常時到 格軍暑。P『 呈 月 尋フ1と 且 塑 。1叫三 尊呂ヱ 里叫 豊量
豊。1呂三桑1
 サ ヨフデ ゴザ リマス 童糧 ト申 且惣塗 トモ申マシ サ テ又 常二水夫 ト
モノ タガイニ申マスルハ 壁 トモ申マシ スベテ ミナハ ノコ トテ
ゴサ リマスル
この例 は、 「伝 語 官 が漂 流民 の 言 った 「竜縄(吾 告)」 とい うこ とば の意 味が わ
か らな い の で漂 流 民 に質 した ところ、漂 流民 が返 答 した」 とい う場 面 で あ る
が 、漂 流 民 の返 答 す るせ りふ が 、 日本 語 の方 は 自然 な文 にな って い るの に対
し、朝 鮮 語 の方 は いさ さか不 自然 な文 に なって い る。す なわ ち、 この部 分 は 、
日朝 両文 と もに 、
OAと い うの はBの こ とであ るか?
● は い 、Aと も言 い、 Bと も言 い ます 。 また、 Cと も言 い ます 。 これ らはす
べ て( )の こ とです 。
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とい う構 造 に な って い るが、( )の 中 に は聞 き手(伝 語 官)の 既知 情 報 が入 らな
け れば な らな い。 日本 語 文 は、 聞 き手(伝 語官)が 当然 知 っ て い る と思 われ る 日
本 語 の 「ミナハJを 入 れ 、 自然 な文 にな って い る。 しか るに 、朝 鮮 語文 は、聞
き手(伝 語 官)が 了 解 して い ない と思 われ る新情 報 のCに 当 る 「暑 暑」 を入 れ 、
文 意 が通 じに く くな って いる。本来 な らば 、聞 き手(伝 語 官)の 既 知 事 項 で あ る
Bに 当 る 「用 惣毯(暑 奢 巻)」 を入 れ るべ きで あ ろ う。 こ の部分 の朝 鮮 語 が この
よ うに ぎ こち な い文 とな って い るの は、 それが 、 当初 か ら朝 鮮 語 として成 立 し
て い た もの で はな く、先 に 日本語 が成 立 し、 その 日本語 を逐 語 的 に翻 訳 す る形
で作 られ た もの で あ るため と考 え られ る。
 この 他 に も、 本 書 に は、朝鮮 語 母語 話者 の言 語 をその まま書 き取 っ た もの と
は考 え られ な い朝 鮮 語 、 日本 語母 語話者 によ って作 り出 され た 「不 自然 な」朝
鮮 語 、 日本語 の 干渉 をこ うむ った用法 ・文例 と思 われ る ものが 随所 に あ らわれ
る。 以 下 に、 それ らの一 々につ き、述 べ るこ と とす る。
音韻 ・表記
 日本語 にはない朝鮮語の音韻的対立 を区別 しえず、表記の混乱 をきたした例
が、多 く見 られ る。
①⊥ と→の混同
 日本語にはない音韻対立である母音⊥ と「の区別 をな しえず、混同 したもの
である。
[46〕[漂 民/ア:中:2a:3]里 台 命 (*16)呈 念)
後 代 に朝 鮮語 母 語話 者 に よって書 き改 め られ た と見 られ る[漂 民/ア 会 話]に
お い て は、標 準 的 な語形 であ る 「昇 念」 に訂正 され て い る。
cf.[漂 民/ア 会 話:中:2:1]呈 告[命]
〔47〕[漂 民/ア:下:2a:2]三Lol トツ ク リ ト (*塁 司)
[48〕[漂 民/ア:下:16a:5]櫓 丑 刃 三 ロ グイモ (*と 蓋 。li)
〔49〕[漂 民/ア:下:2a:1]望 ぐ}司呈 ナ ル ノ ミナ ラズ (*一司畳)
〔50〕[漂 民/ア:下:9a:4]礼 皇 手 書入1倒 ツ クツ テ下 サ リマ シ ヨフズ (*ス1盛 一)
[漂 民/ア:下:10b:3;13b:5;15b:3;16a:3な ど]に も 、 同 様 の 「囚 ≦」 手 一
ツ ク ツ テ 下 サ リ ー(*ス1且 一)」 の 例 あ り
[51〕[漂 民/ア:下:16a:4]望 耳呈 手 査刈 コシ ラヘ テ下 サ リマセ (*望 三呈1-)
16)*印 を付 した もの は 、 当該単 語 に対応 す る標 準的 な語 形 であ る,
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②丁 と一 の混同
 日本語 にはない音韻対立 である母音丁 と一の区別 をな しえず、混 同 したもの
である。
〔β2〕[漂 民/ア:下:31a:2;34a:5]姻'1[唱 豊]船 タデ (*q歪)
 [漂民/ア:下:30b:2]に お いて は、標 準的 な語 形 で あ る 「q歪 」 に作 る。
〔53][漂 民/京:上:6a:5]ヱ01刃 登 ヱ 'ソツマズ (*ユ01ス1-)
〔54〕[漂 民/ア=中:2a:4]莫 極[叫 量]重 呂ヱ カ ギ リゴザ リマ セ ズ (*―量 ―)
[漂民/ア 会 話]に おい て は、標 準 的 な語 形 で あ る 「一号一」 に訂 正 され て い
る。
cf.[漂 民/ア 会 話:中:2:1]電 量[圏 極]碯
2重 母音 中 に含 まれ るTと 一 を混 同 した もの も見 られ る。
[55〕[漂 民/ア:中:28b:4な ど]貴 国[丑 号3貴 国 (*丑 号)
〔56〕[漂 民/ア:中:25a:3;34b:2]稀 貴[望]稀 貴 (*里 丑)
〔57〕[漂 民/ア:中:48a:5]里,望 白髪 (*里 一)
[漂 民/ア 会 話]に お いて は 、標 準 的 な語 形 で あ る 「蓋 一」 に訂 正 され て い
る。
cf.[漂 民/ア 会 話:中:42:2]里 望
③平音 と激音 と濃音の混同
 日本語 にはない音韻対立 である平音 と激音 と濃音の区別 をな しえず、混 同 し
た ものであ る。
〔58〕[漂 民/ア:中:8b:5]室}」1す λ1ヱ ゴ酒 エ ンナサ レ (*室}皿 一)
〔59〕[漂 民/ア:下:8a:2]旦 罵蚕五 耳 ス}φ狽五 叫 折 レ タ リサ ケ タ リ (*-Z!叶
一Z!耳)
〔60〕[漂 民/ア:中:3a:5]奨 釜 昼 寝 (*奨 盃)
[漂 民/ア 会 話]に お いて は 、標 準 的 な語 形 で あ る 「一盃.」 に訂 正 され て い
る。
 cf,[漂民/ア 会 話:中:3:1]衰 登
〔61〕[漂 民/ア:中:10b:1]フ}墨 ヱ 持 テ (*7ト忍 ヱ)
[62〕[漂 民/ア:中:13a:1]7}墨 ユ7}.皇 明 持越 マ ス ル故 (*7}墨 ヱ ー)
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1漂 民/ア 会 話]に お い て は、標 準 的 な語形 で あ る 「井丑 一」 に訂 正 されて い
る 。
 cf.[漂 民/ア 会 話:中:12:7]井 亙7ト 日
〔63〕[漂 民/ア:下:5a:3ユ7n7員 墨o}旦 井 貝囚 ス レハ イ タサナ ン ダ カ ト思 ヒ
 (*7H 7肩三≦L -)
〔64〕[漂 民/ア:下:9a:2]旦 弓墨 ヱ ヲ レマ シ (*一五 一)
〔65〕[漂 民/ア:下:19b:1]唱 司魁 ユ、舛刈 と ワ ラバ カ リウ ツ テハ
 (*一 亙o囲 と)
〔66〕[漂 民/ア:中:19b:4;19b:5な ど]」豊 雑子;キ ジ (*墨)
[漂 民/ア 会 話]に お い て は、標 準 的 な語形 で あ る 「里 」 に訂 正 されて い
る。
 cf.{漂 民/ア 会 話:中:18:3;18:4な ど]望
〔67][漂 民/ア:中:53b:5;54a:3な ど]環 刀 坐 ヱ 帯 劔 シテ (*― 室 ヱ)
[漂 罠/ア 会 話]に お いて は、標 準 的 な語 形 で あ る 「一 丑 一」 に訂 正 されて い
る 。
cf.[漂 民/ア 会 話:中:47:1;47:2な ど]屠 呈[帯 刀]暑 丑 ―
④終声Lロ ○の混同
 日本 語 に はな い音韻 対立 で あ る終声 しロ ○の区 別 をな しえず 、混 同 した もの
で あ る。
〔68〕[漂 民/京:上:4b:3]皇 司 曳 蔦目 タマ シイ ヲ タ シマ シタニ (*旦 一)
〔69〕[漂 民/ア:中:7a:1;7b:5;8a:1]入 送[噌 全」 入送 (*『蛭 ≧)
〔70〕[漂 民/京:上:10b:5]状 啓[丑 朔]ケ イブ ン (*盈 矧)
〔71〕[漂 民/ア:中:12a:41]営 纏[噌 翌] 営纏 (噌 墨)
[72〕[漂 民/ア:中:40a:4]纏 房[翌 暗]商 人 (*塵 房:亙 暗]
〔73〕[漂 民/ア:中:31a:2]五 分[皇 蓋」 五分 (*皇 丑)
⑤ ○[η]と 「[g]の 混 同
 日本 語 には な い音 韻 対立 で あ る ○[η]と「[g]の 区別 を な しえず 、混 同 した も
の で あ る。
〔74〕[漂 民/ア:中:22a:51]司 叫Z1虎 ガ (*立 」廻)
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[漂 民/ア 会 話]に お いて は 、 ○[η]を持 つ語形 に訂 正 され て い る。
cf.[漂民/ア 会 話:中:20:7]堂1廻
文法
 日本 語 には な い朝 鮮 語 の文 法 的対 立 を区別 しえず 、用 法 の 混乱 を きた した
り、 日本語 の文法 の干 渉 を受 けた例 が 、多 く見 られ る。
① ～ に:一 斜(*一到 洲)
 日本語にはない与位格助詞の有生(―9刃D:無 生(胡)の 対立 を区別 しえず、
有生名詞に も―潮 を付 したものである。
〔75〕[漂 民/ア:中:9a:1]妓 生暑望 苦{}手 。iヱ
 ケ イセ イ トモ ニ ヲ ドリヲ ヲ トラセテ
[76〕[漂 民/ア:中:50b:5]ユ 告琴」望 ぺ 手ユ
 ア ノ老 トモ三 賃 銭 ヲ ク レテ
〔77〕[漂 昆/ア:下:1a:1]明 日OL頭 木手且 則 摘 好{}入}フ1碧 刃 λ1月
 明 日ハ 大工 トウ リヤ ウ三 船 ケ ンブ ン ヲ ヲ ＼セ ツ ケ ラ リヨウ ニ ヨ リ
〔78〕[漂 民/ア:下:5b:1]木 手2上 入1フ1入1ユ
 大 工三 ヲ申 ツ ケナ サ レテ
〔79〕[漂 民/ア:下:10a:1]壁 錬 茗 人}書里 仔細 司 入〕刃 手 入1斗刈 首 呂ヨ
 木 ヲ サ メル人三 クハ シ ウ云 ヒツケ テ下 サ レ トフ ゾ ン ジマ スル
〔80〕[漂 民/ア:下:11a:4]鋸 匠里 朔01ヱTQ}
木挽三 ワカシテク リヨフ
② ～か ら:一 潮刈(*― 到 円囲)
 日本 語 に はな い奪格 助詞 の有生(一潮 刃囲):無 生(一潮絹)の 対立 を区 別 しえ
ず 、有 生 名 詞 に も一到 刈 を付 した もの で ある。
〔81〕[漂 民/京:上:27a:1]日 本 磐 到 漂 泊L朴p 言2固 三 三 罵 喫 倉フ回
 日本 ノ地 二漂泊 イ タシタ人輩 承 リイマ スル カラ
〔82〕£漂民/ア ニ中:67a:1]北 京到 升と 入陪2圏 薯刈 三昊含司
北京ニ ユ キタ人 二 敏 ク キ、マシテゴザ リマス
③ ～ に な る:一 潮 耳τ平(*-7}/。1耳 叫)
 動 詞 司 一(な る)の 前 の名 詞句 には転成格 助詞 一7レ。1が付 され るべ きで あ
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るが 、与位 格 助 詞 と見 られ る一潮が付 され た例 が あ らわ れ る。 これ らの例 は、
日本 語 の 「～亙 な る」 とい う構 文 に干渉 され た もの と考 え られ る。
[83〕[漂 民/ア:中:7b:1]唄 望 節 次[履 冬]2L且 呂ヒ 井
 トヲ シタ手 数 ニ ナ リマス カ
[84〕[漂 民/ア:中:12b:1]亙 筥 館 中 入}言 日用[望 一暮]塑 ヒ 魚 菜L月 罵ズ1
豊 ヱ
 サ テ又 館 中 ノ人 日用 ニナ ル魚菜 ハ 申 ニ ヲ ヨハ ズ
〔85〕[漂 民/ア:中:15a:2]皆2L旦 唱 夜 ニ ナ レバ
〔86〕[漂 民/ア:下:8a:4]同 噛魍 皇 司 枚数 ハ 四 枚 ニナ リマ シ ヨフ
〔87〕[漂 民/ア:下:11a:5]司 を鯉 ヱ 三枚 エ ナ リ
[88〕[漂 民/ア:下:16b:4]唄 張[嗜]2L璽 ヒ7}何 枚 ニナ ル カ
 す で に指 摘 され て い る ご と く17)、この現象 は 、 「漂民 対 話」 と同 じ く苗代 川
朝 鮮語 写 本 に属 す る 「交 隣須 知」 の京 大本(苗 代川 本)に お いて も観察 す る こ と
が で き る。 のみ な らず 、 「交 隣須 知」 のその 他 の 諸本 を観察 して み る と、苗 代
川 に出 自 を持 た な い刊 本 ・写 本 にお いて も同様 の現 象 が あ らわれ る こ とが確 認
され る。 この こ とか ら、 この現 象 は、薩摩 苗代 川 固有 の現 象 で はな く、対 馬 に
まで さか のぼ る もの と考 え られ よう。
〔89〕[交/京:1:7b:1]司 君2L且 司入1月 下旬 ニ ナ リマ シ タニ ョ リ
[交/アC16:1:8b:2]司 社望」旦(河λ1目 晦間[ス へ]ニ ナ リマ シ タニ ヨ リ
〔90〕[交/京:2:4b:6]薯91鵯 鯉 刃 くa噌 ニ ワ ト リノ ロニナ ル トモ
[交/対:1:74a:3]薯 潮 沼望―豊 ス1(週噌 ニ ワ トリノ ロ トナル トモ
[交/明14:1:58a:4]薯91(苔 ヨ=豊 函唱 層 ニハ ト リノ ロニナ ル トモ
〔91〕[交/京:4:15b:5]薯 潮 沼鯉 囚q碧 鶏 ノ ロニナ ル トモ
[交/アB4:4:24a:4]薯 釧 鵯翌 ス1望碧 ニハ トリノ ロニナ ル ト云 トテモ
[交/ソ:4:24a;4]薯 斜(召9_皇 刃 望噌  ニハ トリノ ロニナ ル トモ
[交/小:4:17b:6]薯91唱 」狸 ズ1《苔碧 鶏 ノ ロニナ ル トモ
〔92〕[交/京:4:25b]唄 王4翌 喫とヱ イ クカ ケ ニナ ツ タカ
[交/明14:4:27b:3]唄 埜 脅魍 喫セ 丹 イ クカゲ ニ ナ ツ タ カ
〔93〕[交/対:1:37a:5]叫 日 ヒ 旨潮 ム会旦 暑絹 且 望入1目
ソナ タハ 人 ノ師 匠三 トク土ゑ レテ
17) 浜 田 敦(1966)p.53。
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[交/アB4:1:37a:3]ス 丁日 と 言潮 ム会里 薯刈0入1月
 ソナ タハ ヒ トノ師 匠三 トク土 ユ レテ
[交/明14:1:30a:3]ス 個R三 誉91、 ム告血 薯淵 廻 埜 月
ソナ タハ 他 ノ師 匠三 トクナ ラ レマ シタ ニ ヨ リ
また、 この現 象 は、 「惜 陰 談」 に もあ らわれ る。
〔94〕[惜 陰 談:36a:5]司 書 コ1亙司 胡 皇 耳 そ巴 草 ヒ 杜 鵤塑{}
囚 入1ロ肩
 [た と えウ グ イ スが艀 して も、育 った後 はホ ト トギ ス にな るのだ か ら(引 用
者訳)]
 とこ ろで 、 これ らの 例 におけ る―潮 が、 は た して上 に述 べ た よ うに与位 格
(～ に)の 助 詞 で あ るの か どうか につ いて は、次 の よ うな異 論 を提起 す る こ と
もで き る。
 「漂 民 対話 」 に は、 。1と潮 の表 記 に関 して 、一 般 に見 られ る もの とは異 な っ
た表 記 が あ らわ れ る こ とが あ る。 次 の例 に見 られ る よ うに、 「昊(所)」 とい う
語 は、 「昊q」 とい う特 異 な形 であ らわ れ るが 、 その末 尾 の一潮 は 、 その 他 の
朝 鮮 語 資料 一 般 に お い て、 まれ に名 詞(主 に子 音 終 わ りの名 詞)の 末 尾 に添 加
され る こ との あ る接 辞 ―。1と同一 の もの と見 られ る。 この例 は、 。1とqの 表記
を混 同 した もの と見 る こ とが可能 で あ る。
〔95〕[漂民/ア:中:13a二3]○ユ 朝市斗 開市 巽 誹設 す呂と 昊里 と 館 中。1呂耳
庚コ 書耳
 ソノ朝市 ト開市 ヲ トリモフケラレル所ハ 館中デゴザルカ 外デゴザ ルカ
● 開 市 誹 設纉LL昊  里 と 館 内 醐 大庁01喫 ヱ
開 市 ヲ トリモ フ ケナ サル トコロバ 館 内 二 大庁 ガ ア ツ テ
[漂 民/ア 会 話]に お い て は、 「ヱ刃 」 とい う語 形 に訂 正 され て い る。
cf.[漂 民/ア 会 話:中:13:1]Oユ 。ト蒼 淵 そ舛 マ1入1暑!司 。1 LLヱ 墨 邊誉 。1°
豊 吸 フ1°
●7資入R… モ}看 周 智 明囲 胡皇 ヱ
[○ そ の朝 市 と開市 を開 く所 は館 中 です か館 外 です か 。
● 開 市 は館 中 の大 庁 で開 き(引 用者 訳)]
〔96〕[漂 民/ア:中:67b:5]○ 和館 近処 潮刈 有 名絖昊 盛 ヒ 早 ぐ『入1叫 すS身
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和館近処 ニテ名高 キ所ハ何 ト云 ヒマスガ
[漂民/ア 会話]に お いては、 「ユ刃」 という語形 に訂正 されている。
cf.[漂民/ア 会話:中:54:7]○ 瑚牲 モ輯明1舟 噌重 ヱ亙 喫セ囚
[○倭館 の近所 に有名 な所 があるか(引 用者訳)]
〔97〕[漂民/ア:中:68a:3]● 釜山鎮 永嘉台叫aL昊 里 升
 釜山鎮永嘉台 ト申所 ガ
〔98〕[漂 民/ア:中:4b:2]草 梁 。1叫絖… 妥皇{}る1
 草 梁 ト申所 デ ゴザ リマ スル
〔99〕[漂 民/ア:下:13b:2]薯 呈 薯 翼1妄司 三璽 契望 呂三 る1
 通 門バ カ ジ ヲ入 レル トコロデ ゴザ リマ ス ル
 この よ う に、本 書 にお いて 。1と潮 の 表記 の混 同 の現 象 が観 察 され る こ と を勘
案 す れ ば 、先 に挙 げ た 〔83〕～ 〔88〕 の例 文 の う ちの あ る もの 、特 に―潮 が子
音 終 わ りの名 詞 に後続 した場 合 の 〔84〕～ 〔88〕 につ い て は、 一斜 を与位 格 助
詞 とは見 ず に 、転 成格 助 詞(あ るい は名詞 末尾 に添 加 され る接辞)の 一〇1の異
表 記 と見 る こ と も可能 で あ ろ う。
 しか し なが ら、 〔83〕 の例 の よ うに、一 般 に一〇1が付 きに くい母 音終 わ りの
名 詞 に も一潮 が後 続 す る場 合が あ るこ と、 さ らに 、 〔92]の 例 に見 られ るよ う
に、 「交 隣 須 知 」 の 明治14年 刊本 には一qで はな く一禰 と表 記 した例 もあ らわれ
るこ と等 を考 慮 す れ ば 、や は り一潮 は与 位格 の助 詞 と見 るのが 穏 当 と思 われ
る。
〔92〕[交/明14:4:27b:3]唄 坐z手魍 曳セ井 イ クカゲ ニナ ツ タカ
④ ～ に 会 う:一 潮 里 耳 叫(*一{}/{}ut}し 干τ手)
 動 詞 魁 好―(会 う)の 前 の名 詞句 には対格助 詞 一暑/0繧ｪ 付 され るべ きで あ
るが 、与 位 格 助詞 の一潮 が 付 され た例 が あ らわれ る。 この 例 は、 日本 語 の 「～
.に会 うJと い う構 文 に干渉 され た もの と考 え られ る。
〔100〕[漂 民/ア:中:46a:4」 他 国 λ}言惣 増 皇 司 喫7ト
 他 国 ノ人 ニ マ ミヘ ル コ トガ ナ リマ シヤ ウカ
〔101〕[漂 民/ア:中:61a:1]商 賞、独 ま 旦ユ  商 人 ニ ア フ テ
〔102〕[漂 民/ア:中:62b:2]ユ 入覗 重とokz見  忌 舜 菅2L魁
ソ ノ鳥 ノシ ワザ ヲ ミタ人 ニ ア ウテ
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この現象 は、 「交 隣須 知 」京 大 本 におい て も観 察 され る。
〔103〕[交/京:2:45b:4]卦 ♀ 呈刈 OL-yL朴 覆望 叫1置 皇 司
 左 右 カ ラ クル 人三 ミナ ア イマ シ ヨフ
⑤ 見 物 に 行 く/来 る:子 ぞ917}L}/皇 叫(*」〒Lフz   7}τ斗/皇 τ二干)
 移動 動 詞 汁 叫(行 く)、 皇 τ}(来る)な どの前 に、移 動 の 目的 を あ らわす 名 詞句
が くる場 合 、 その名 詞 句 に は対 格 助詞 一暑/Ozが 付 され るべ きで あ るが 、与 位 格
助詞 の―到 が付 され た もの で あ る。 この例 は、 日本 語 の 「見物盈 行 く/来 る」 と
い う構 文 に干 渉 され た もの と考 え られ る。
〔104〕[漂 民/ア:中:68a:1]劃{当 ヒ 望薯 鵯 含叶
見物 ニ ユ カシヤ レ タ コ トバ ゴザ ラ ンカ
[漂 民/ア 会 言刮 に お い て は、 「子層 宣―」 に訂 正 されて い る。
cf.[漂 民/ア 会 話:中:54:8]避 望。1喫 埜
[見 物 した こ と はあ ります か。(引 用者 訳)]
〔105〕[漂 民/ア:中:45b:4]漂 流 中潮 せ叫 じ}求 景聖 ヒ 入}言書 不 知 其数 書 周
 漂流 中 二 日々見 物 ニ キ タ人 ハ ヲ ビタダ シ ウア ツ タ処 ガ
 [漂 民/ア 会 話]に お い て は、 「干ぞ す司0-一 」 に訂 正 され て い る。
 cf.[漂 民/ア 会 話:中:39:2]盗 筈 す 曳台 期 叫 子看 寛司 皇 セ 入梶}01せ 叫 身
 早 湘71弁 呈 倒
 [漂流 した ときに見 物 しに来 る入 が毎 日おび た だ しいの です が(引 用者 訳 〉]
 「交 隣須 知 」 にお い て は、 この よ うに与位 格一潮 を用 い る現 象 は確 認 で き
な い。
〔106〕[交/京:2:37a:5]子 眉翌 皇 書杢 ケ ンブ ツ三 コサ レ
⑥ ～ して くれ る 一ユ 手 叫(*一。レ(判/司 手 吟)
 日本 語 に は な い接 続 語 尾 の文 法的 対立 であ る一ヱ と一叫/・刃/明 の 区別 をな し
えず、 混 同 した もの で あ る。
〔107〕[漂 民/京:上:31a:3]入1』 司 二 三 介 司 司ユ ―至 呂査
 女 竹 二三 本 キ ラセヱ 工 立 レマ セ
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[108〕[漂 民/京:上:34b:2]ヨ ＼気1召 明朔遇 重 喫暑 る01司 嚢01ユ ー至 皇 望
 一 々書 出 シ タ ラバ ー両 日ノ内 ニ ソvヘ サ セ テ ク レフ カナ レ トモ
〔109〕[漂 民/ア:下:18a:2担 干喜 フ『含 瑚 司ユ=歪 盃 絹
 ス グ イ ノ ヲ キ ラセ.T二E立 リマ セ
〔110〕[漂 民/ア:下:27b:1]請 すと 司 呈 男01ユ=至 査刈
 ネ ガ イ ドブ リニ ワ カセヱ ェ土 リマセ
〔111〕[漂 民/ア:下:30a:1]喫 フト叫 旦 明唄介 司 司ユ=至 査 絹
杉木六本 キラセヱ工竺 リマセ
 この 現 象 は、 「交 隣須 知 」 に は確認 で きな いが 、 「惜 陰 談」 に は あ らわれ
る。
[112〕[惜 陰談:36a:3]◎ 蜀塊鳥L刈 舜喜 望暑 測 皇刃 昊 す明 訓亙司升
胡皇ユ」錫 す皇日 暑る皇目喫7}
 [ホ ト トギ ス は 自分 の生 ん だ卵 を艀 す こ とが で きな くて 、 ウ グ イス が艀 して
や る と言 い ます が 、本 当 で ござ い ま しょ うか 。(引 用者 訳)]
語彙
 語 彙 の使 用 にお いて も、 日本語 の 干渉 を受 け た と思 われ る もの が あ る。
①練 る:ヱu}(*魁 舜き}叫)
 「漂 民 対 話」 中巻 に は、次 の よ うな 「薬 菓[舛 斗]」 の作 り方 につ いて の問答
が あ らわ れ る。
〔113〕[漂 民/ア:中:39a:1]○ 朝 鮮菓 子 中潮 薬 菓 畳 刃 入1第 一 叫 λ1美 叫 す目
唄囚 暑  _L7囚  呂1斗且
 朝鮮菓子中内二 薬菓 ト云フ品ガ第一アジハ ヒガ ヨヒ ト云フガ ドヲ ドモ
コシラヘ タモノデ ゴザ ルカナ
●薬菓望 暑 法{≧ ニL入1すと 望薯 唱禽円t1斗 望琶音 畳喜 焼酎斗 著呈
司朔-a 大抵 望善甘叫 司呈 司列 司司じト井 餐フ1蓉到 ス1刈 ユi巽
奄Oト司潮 円司 誓到 官O}早 ヱ 数十 日O}刃 魁T用 と 四入1叫 す呂日
 薬 菓 コシラヘ カタハ テニ カケ タ コ トバ ゴザ リマ セ ネ トモ 小 麦 ノ粉 ヲ
ヨロ シ ヒ焼 酎 ト蜜 デ ネ リマゼ テ 凡一寸 アマ リ四 角 ニ キツ テ アケ デ
ソ レ ヲツ ボニ入 レ 蜜 に ツケ ヲ ヒテ 数十 日ス ・ギデ カ ラ タベ ル モ ノ ト
申 シ マ スル
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 とこ ろで 、 この くだ りの漂 流民 の せ りふ にお い て、 日本 語 「ネ リ」 に対 応 す
る朝 鮮 語が 「ヱO困 」 とな って い るの が奇 怪 で あ る。 「ヱ1斗」 とい う語 は、
「煮 込 む 、煮 出す 、煮 詰 め る」 な どの意 で用 い られ る加熱 動 詞 で あ るか ら、 こ
の 文脈 にお け る 「(小麦粉 を)練 る、 こね る」 の意味 に は当 らな い。小 菱 粉 を油
で揚 げ る まえ に 「煮 込 ん で」 しまった ら、薬菓 に な らず に糊 に な って しま う。
こ こで は、 「ヱ 叫(煮 込 む)」 で はな く 「魁舜 糾じ}(練 る、 こね る)」 等 の語 を用
い るべ きで あ ろ う。[漂 民/ア 会 話]の 当該部 分 を見 て み る と、正 し く 「魁奇 す 司
(練 って、 こねて)」 に訂 正 されて い る こ とを確 認 す る こ とが で き る。
〔114〕[漂民/ア 会話:中:33:2]○ 丑這 斗冬誉司1舛 コ}7ト矧望。】叫 す月 舛斗ゼ
唄司刻1望 三LLフ 『入1°
● 舛叫暑 舎弁 すス1セ 。}日す肩 奇弁 す芒nL gZ z三 旦貝 望7}早 斗 孟喜
含叫 著暑 刈胡 蟹 司旱刃翔 珊明 暑フ1暑列 刃萢叫 宣皇
 [○朝 鮮 の菓 子 の 中 で薬 菓 が一 番 で あ る と言 い ます が、 薬菓 は どの よ うに作
る もの です か 。
● 薬 菓 を自分 で作 りは いた しませ んが、料理 をす る人 の 言 うこ と を聞 くと、
小 麦 粉 と良 い酒 と蜜 を まぜ て こね て四角 に切 って ご ま油 で揚 げ るそ うです 。
(引 用者 訳)]
 それ で は、 何 ゆx、 「漂 民 対話 」 の朝鮮 語 は 、 日本語 「ネ リ」 に対応 す る部
分 が 「ヱ。囲 」 とな って い るのか 。 この問 題 につ いて は、 次 の よ うな解釈 が 可
能 であ ろ う。
 この場 合 の朝 鮮 語 「ヱ 叫 」 は、 日本語 「ね る」 の持 つ意 味 に、 直接 的 あ る い
は 間接 的 に、 干渉 され た用 法 を呈 して い る と考 え られ る。
 「ね る」 とい う語 は、現 在 一般 に用 い られ る 「(熱を加 えず に)こ ね る」 とい
う意味 の他 に 、 「糸 をね る」 「金 をね る」 とい った用例 に見 られ るご とく、
「(熱を加 えて)精 製 す る、粘 らせ る」 とい う意 味 で用 い られ る場 合 が あ る。
『時代 別 国 語大 辞 典 室 町 時代 編』 は、 この意味 ・用法 につ いて 、次 の よ うに
記 述す る(下 線 は引用 者)。
〔ユ15〕[時 代別]ね る[練 る ・錬 る ・粘 る]日(他 動 四)適 切 なて だて を ほ どこ し
て 、素 材 の もつ粘 性 を引 き出 し、 その ものが望 ま しい性 能 や 強 度 を持 った も
の に な る よ うにす る。 〈中略)
「Neri
, u, etta.(ネ リ、 ル 、 ッ タ)。 柔 ら か い 捏 粉 な ど の よ う な 或 る 物 を 、 火
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Z'、 濃 くす る、 す な わ ち、濃 厚 にす る。 「糸 ヲネ ル」 。絹 糸 を重 互。 「金 ヲ
ネ リ鍛 ウ」 。鉄 、金 属 な ど を、 よ く打 ち、'の で 白勧 させ る」(日 葡)
① 絹 の糸 や 布 を灰 汁 で煮 工 、柔 らか くしなや か な もの にす る。 (中略)
② 溶 いた粉 や 土 、 また糊 な どを、粘 り気 が出 る まで 、か き まぜ るよ うに して
こね る。 また、 そ う して望 ま しい粘 り気 の出 た状 態 に まで す る。 (後 略)
 この よ うな加熱 を伴 う場 合 の 「ね る」 の意 味 は、朝 鮮 語 「ヱ τ}(煮込 む)」 の
意 味 に重 な る もの で あ る。 「交 隣須 知」 に お け る朝 鮮 語 「ヱ 叫 」 に対 す る和 訳
を観察 す る と、 「煎 じる」 とい う語 に加 え て、 「ね る」 とい う語 も当て られ て
い るこ とを確 認 す る こ とが で きる。
〔116〕[交/京:2:27a:5]牛 毛   ♀ 呈 ヒi  膚 含娼
トコ ロテ ン クサハ セ ンシテ クイマス ル
[交/ソ:2:27a:5]牛 毛   ♀呈㌻ ユ垂 巧」月叫
 トコ ロテ ンハ セ ン ジテ クウ
[交/小:2:27a:5]牛 毛   ♀ 呈 と 垂 卑 忌月 叫
 トコpテ ンハ セ ン ジテ クウ
[交/明14:2:20a:4]牛 毛   ♀里セ 廻q含 司
 トコnテ ンハ ネ ツ テ クヒマ ス
〔117〕[交/京:3:55a:2]欄   早旦 洲 エ 吐 早 ヱ ス困 見 呂杢
 タ ＼ルaヨ ウニ ネ ツテ ヲイ テ アガ ツテ ミサ シヤ レイ
[交/ソ:2:59a:2]欄      早」旦朗1迦 ヒ 早 ヱ ス干λ「 主L{}杢
 ヤ ワ ラカ ニ ネ ツ、テ ヲイ テ ア ガ ツテ ゴ ロウ ジ イ
[交ノ4、:2:59a:2]欄      早旦71} yo 早 ヱ ス}相 五L告盆こ
 ヤ ワ ラカ ニ ネ ツ テ ヲイ テ アカ ツテ コロ ウ ジイ
[交/明14:2:42b:5]欄   早・旦 朗1皿 早 ヱ ス干刈 旦音 杢
 ヤハ ヲカ ニ ネ ツ テ オイ テ ア ガ ツテ ゴ ヲウ ジマ セ
[118〕[交/京:3:46b:4]飴     0>.z暑洲i  q絆
 ア メ ヲ アマ イ ヨウニ ネツ テ クヲ ＼
[交/ノ」、:3:85b:2]食台      ri受含 聖 上 噌 スk
 ア メ ヲ ネツ テ ク ヲウ
[交/明14:3:59a:3]飴    唄含 、垂 唄スk
ア メ ヲ ネ ツテ クハ ウ
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 したが っ て 、 日本 語 の 「ね る」 と朝 鮮 語の 「ヱ 叫 」
の 意味 は次 の よ うな対 応 をな して い る と言 え る。
「月}奇苛 叫
」 の それぞ れ
ね る
ヱ 亡ト(熱 を加 えて こね る、粘 らせ る)
魁尋苛叫(熱 を加zず にこねる)
 「漂民 対 話 」 の朝 鮮 語 にお いて 、 「ヱ亡}」 を、本 来 「魁奇 苛 吟」 を用 い るべ
き とこ ろた も用 いて い るの は、 日本語 「ね る」 の 意味 ・用 法 に干 渉 された結 果
で あ る と考z.ら れ る。
 以上 は 、朝 鮮 語 「ヱ 叫 」 が 、 日本 語 「ねる」 の意ﾘ・ 用法 に、直 接 的 に、 干
渉 され た と考 え る もの で あ るが、 さ らに 、別 の ルー トか ら干 渉 を受 け た と考 え
る こ ともで きる。 っ ま り、 日本 語 に はな い音 韻的 対 立 で あ る朝 鮮語 の平音 と濃
音 の区別 をよ くな しえず 、 「ユU}(煮 込 む)」 と 「亙 叫 く亙 叫(縄 をな う、 よ る、
ね じる)」 とを混 同 した と見 る見 方 であ る。 「漂 民 対 話」 に は 、 「亙 τキ〈亙 叫
(縄 をな う)」 が 平 音 の 「ヱ 叫 」 とい う形 であ らわ れ た次 の よ うな例 が あ る。
[119〕[漂 民/ア:下:18b:2]吸 芒 司呈 垂 埜皇 肩
 ア フ ヨフニ ナ ウ テ ツカ ヲ ＼ズ
〔120〕[漂 民/ア:下:19a:1]エ 豊 旦皇 司
 ナ ウ テ ミマ シ ヨフ
〔121〕[漂 民/ア:下:19b:1]三 暑フ1i石 司 魁 ユ魅 支 撲 ヲiol司 皇 回
ク リヲロ シモ ワ ラバ カ リ  ツ テハ モ テマ ネマ ス ル ニ ヨ リ
さ らに、 「交 隣須 知 」 の 京大 本 に は、 「亙 τ}<亙 身(縄 をな う)」 に対 して 「ね
る」 とい う和訳 を 当て た例 が 見 られ る。
〔122〕[交/京:2:35a:1]橿   嬰司 と 昇 著。1君 豆 立 月ヨ}碧 司 恥 司と 吾 暑
盤 埜 受月 …斗
 ハ キ―ハ モ ク ヒンガ モ クガ ヨシ ノハ ギハ ツナ ヲ ネツ テ
ツカ イマ ス ル
[交/ソ:2:38a:1]柾  る 司 ヒ 号晋01君 丘 糾 可017}丘 立 日叫 又
壱 四黙 司 セ 巻暑 ユ翌
ハ ギハ 木 ノ ヒンガ モ クモ ヨウテ サケ ヨウ ゴザ ル ヤマハ ギハ
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ツナヲ ウツ
[交/小:2:38a:1】橿  る司ヒ 昇晋01雀 豆糾 遜01井 丘立 月叫 又
壱朔嬰司と 暑{}工 惣
 ハ ギハ 木 ノ ヒ ンガ モ クモ ヨウテ サ ケ コウ ゴザ ル ヤ マハ ギハ
ツナ ヲ ウツ
こ こに 「ね る」 → 「縄 を な う」 → 「亙 叫 く亙 叫 」 → 「ヱ叫 」 とい う奇妙 な連 鎖
が 成 り立 っ が 、 こ の よ う な連鎖 に したが って 、朝 鮮 語 「ヱrキ」 が 日本 語 「ね
る」 の意 味 ・用 法 の干渉 を受 け た と考 える こ と も可 能 で あ ろ う。
 以上、本章にお いて は、 「漂民対話」 の朝鮮語 に 日本語 の干渉 を受けた不 自
然 な用法が随所 にあ らわれることを述べて きた。 これ は、本書の朝鮮語が、朝
鮮語母語話者 の言語 をそのまま書 き取 ったものではな く、 まず、 日本語が先 に
あ りそれ を翻訳す る形 で成立 した部分、 日本語母語話者 によって作 り出された
部分 を多 く有 して いるこ とを物語 っている。
4.結
 以上 、本論文 において は、 「漂民対話」の朝鮮語の性格 につ き、特 に、その
成立経緯 、対訳 日本語 との関係および日本語 の干渉の観点か ら考察 してきた。
論 じた内容 を要約すれば、以下の とお りである。
 まず、本書の成立 にかかわる諸問題 を点検 し、本書 は、薩摩領 内(お そらく山
川港 あた り)における苗代川の伝語官 と朝鮮全羅道 出身 の漂流民 との対話 を内容
としたもの とみなされ うるが、そのような対話の想定 とは うらは らに、当地 で
の伝語官 と漂流民 との現実 の対話 に基づ くのではな く、対馬 由来の朝鮮語学書
類(「 交隣須知」 「惜 陰談」 「講話」 「和韓問答」)を 参照 して改変 した仮想
対話 と見 られ る部分が あることを指摘 した。さらに、本書の朝鮮語および対訳
日本語に対 して検討 を加z、 本書の朝鮮語には、当初か ら朝鮮語 として成立 し
たのではな く、 日本語 に対応すべ く作 られた(す なわち、朝鮮語母語話者 であ
る漂流民 の言語 をその まま書 き取 ったのではな く、対訳 日本語 を翻訳 した)と
思 われる部分が見 られ ること、 日本語母語話者 によって作 り出された 「不 自然
な」朝鮮語、 日本語の干渉 をこうむった用法 ・文例 と思 われ るものが多 く発 見
され ることを明 らか に した。
 「漂民対話」の対話 の内容 を歴史的事実 に根ざ した もの と見 る苗代川 自生説
は、今後、再考 をせ まられるもの と思われる。
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「표면대화」 의 한국어 -그 허구적 측면-
기시다 후미타카(뿜田文隆) (岸田文 )
요약 
사쓰마 나에시로가와(睡摩 험代)11 )의 한국어학습서 「표민대화(漂民# 
話)J 에 대한 연구는 최근 어학적인 측면에서뿐만 아니라 역사학(근세 민중 
사)적인 입장에서도 활발한 접근이 이루어지고 있다. 이러한 역사학적인 입 
장의 연구들어i 는 「표핀대화」 를 「설사차료」 로셔 취급하려고 하는 경향， 
다시 말하면 「표면대화」 의 내용이 어떤 역사적 사실올 기록하거나 반영했 
다고 보는 경향을 띤 것들이 많다. 그러한 경향을 보이는 가장 뚜렷한 예가 
「표민대화」 나에시로가와 자생설이다. 이 견해에 따르면 「표민대화」 는 
사쓰마 영내에 표확한 실제 한국인 표류민에게서 직접 얻은 정보를 기록하 
고 그것을 그대로 텍스트로 만든 것으로서， 사쓰마 나에시로가와에서 자생적 
으로 성립된 것이라고 한다. 
그러나 r표민대화」 에 나타난 표류먼과 전어관이쿄語官， 일본측 통역관)의 
대화 내용을 자세히 관찰해 보면， (종전에는 현실대화를 반영한 것으로 생각 
되어 오던 것들 중에도) 현실 대화로서는 부자연스러운 부분， 섬지어는 의미 
가 통하지 않는 부분도 산견된다 r표민대화」 의 자료적 성격올 올바르게 
평가하기 위해서는 이 책의 허구적인 측면에 대한 구명도 이루어져야 한다. 
이 논문은 이러한 입장에서， 
φ먼저 이 책의 성립에 관한 몇 가지 문제들을 다시 한번 점검하고， 이 책 
은 사쓰마 영내에 표착한 표류민에게서 직접 얻은 정보에만 의거해서 성립 
된 것이 아니라 대마도(처馬島)에 연유한 한국어학서류( r-교린수지(交憐須 
知)J r석 음담(惜陰談)J r강화(講話)J r화한문답(和韓問答) J )를 인용 · 참 
조한 흔적이 보이는 것이라는 사실을 지적했다. 
@다음으로 이 책의 한국어와 대역일본어를 검토하고， 이 책의 한국어에는 
한국어 모어화자인 표류민의 언어률 그대로 기록한 것이 아니라， 대역일본어 
를 번역한 것으로 판단되는 부분이 나타난다는 사실， 그리고 일본어 모어화 
자에 의해서 만틀어진 「부자연스러운」 한국어나， 일본어의 간섭을 받았다 
고 생각되는 용법이 많이 발견된다는 사실을 밝혔다. 
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